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プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券

 「
よ
か
ー
け
ん
」に
つ
い
て

問　
本
事
業
の
開
始
年
度
と
当
初
の

目
的
は
。

答   （
産
業
振
興
課
長
）　
開
始
年

度
は
平
成
21
年
度
。

　
当
初
の
目
的
は
、
地
域
消
費
が
低

迷
す
る
中
で
、
価
格
競
争
や
近
隣
大

型
店
と
の
競
合
な
ど
厳
し
い
環
境
下

に
あ
っ
た
地
元
商
工
業
の
活
性
化
と
、

町
民
の
町
内
店
で
の
購
買
意
識
の
喚

起
を
目
的
と
し
て
実
施
し
た
。

　
開
始
直
後
は
、
現
在
の
よ
う
な
国

が
創
設
し
た
交
付
金
が
な
く
、
町
・

県
の
支
出
と
な
っ
て
い
た
。

　
令
和
元
年
度
以
降
は
、
国
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
や
物
価
高
騰
対

応
重
点
支
援
地
方
交
付
金
な
ど
の

対
象
事
業
と
な
っ
た
た
め
、
交
付
金

を
活
用
し
実
施
し
た
。

問　
地
域
経
済
へ
の
波
及
効
果
の
検

証
は
。

答   （
産
業
振
興
課
長
）　
令
和
７

年
度
の
実
績
で
は
、
大
型
店
の
換
金

額
が
約
８
千
８
百
万
円
、
大
型
店
以

外
が
約
４
千
２
百
万
円
で
、
利
用
比

率
で
は
、大
型
店
が
68
％
、大
型
店
以

外
が
32
％
。

 

吉
隈
区
内
ご
み
捨
て
場（
旧
処
分

 

場
）の
管
理
に
つ
い
て

問　
施
設
の
歴
史
的
経
緯
と
現
状
は
。

答  （
保
険
環
境
課
長
）　
ご
み
処

理
場
と
し
て
は
、昭
和
45
年
に
穂
波

町
ほ
か
２
カ
町
衛
生
施
設
組
合
が

原
点
で
、現
在
は
平
成
31
年
に
２
市

２
町
で
構
成
さ
れ
た
ふ
く
お
か
県

央
環
境
広
域
施
設
組
合
と
し
て
引

き
継
が
れ
て
い
る
。

　
旧
処
分
場
に
は
、桂
川
町
か
ら
排

出
さ
れ
た
不
燃
ご
み
や
粗
大
ご
み
、

旧
３
町
施
設
組
合
か
ら
排
出
さ
れ

た
焼
却
残
渣
な
ど
が
埋
め
ら
れ
て

い
る
。

問　
ご
み
捨
て
場
跡
地
の
緑
地
化
は
。

答  （
町
長
）　
「
緑
地
化
」
に
つ
い
て

は
色
々
な
考
え
方
が
あ
る
。周
囲
の

状
況
等
を
考
慮
し
、
地
元
の
意
向
を

聞
き
な
が
ら
検
討
・
協
議
を
し
た
い
。

 

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

問　
基
本
的
な
考
え
は
。

答  （
建
設
事
業
課
長
）　
生
活
環
境

の
保
全
を
図
り
、
合
わ
せ
て
空
き
家

等
の
活
用
を
促
進
し
、
空
き
家
等
に

関
す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的

に
推
進
し
、も
っ
て
公
共
の
福
祉
の
増

進
と
地
域
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
。

問　
空
き
家
を
作
ら
な
い
対
策
は
。

答  （
建
設
事
業
課
長
）　
空
き
家
の

管
理
者
に
対
し
管
理
責
任
や
空
き

家
バ
ン
ク
の
利
活
用
の
周
知
が
重
要

と
考
え
る
。

問　
空
き
家
発
生
後
の
対
応
は
。

答  （
建
設
事
業
課
長
）　
適
正
な
管

理
を
し
て
い
な
い
空
き
家
に
つ
い
て

は
、
空
き
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す

る
特
別
措
置
法
に
基
づ
き
指
導
・

勧
告
・
命
令
等
を
行
う
。

 

新
ご
み
処
理
施
設
建
設
に
つ
い
て

問　
空
き
家
バ
ン
ク
の
仕
組
み
は
。

答  （
企
画
財
政
課
長
）　
「
桂
川
町
空

き
家
バ
ン
ク
」に
登
録
し
、
こ
れ
を
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
需
要

者
と
供
給
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う
。

問　
空
き
家
の
利
活
用
は
。

答  （
建
設
事
業
課
長
）　
空
き
家
バ

ン
ク
の
活
用
が
既
存
の
取
り
組
み
だ

が
今
後
、
空
き
家
対
策
協
議
会
委
員

と
も
連
携
し
相
談
体
制
を
充
実
さ

せ
た
い
。

問　
空
き
家
対
策
協
議
会
と
は
。

答  （
建
設
事
業
課
長
）　
空
き
家
対

策
計
画
の
作
成
や
近
隣
に
悪
影
響
を

及
ぼ
す
恐
れ
の
あ
る
空
き
家
の
判
定
、

所
有
者
へ
の
指
導
・
勧
告
等
の
対
応

方
針
を
協
議
す
る
会
。

問　
空
き
家
対
策
協
議
会
の
構
成
と
開

催
日
数
は
。

答  （
建
設
事
業
課
長
）　
副
町
長
、議

員
２
名
、
学
識
経
験
者
３
名（
司
法
書

士
・
行
政
書
士
・
土
地
家
屋
調
査
士
）、

住
民
代
表
１
名
で
計
７
名
。

　
開
催
日
数
は
令
和
６
年
度
２
回
、

令
和
７
年
度
０
回
。

問　
管
理
不
全
空
き
家
数
は
。

答  （
建
設
事
業
課
長
）　
老
朽
空
き

家
は
令
和
５
年
度
調
査
で
は
23
件
。

問　
特
定
空
き
家
数
は
。

答  （
建
設
事
業
課
長
）　
０
件
。

問　
老
朽
空
き
家
解
体
支
援
体
制
は
。

答  （
建
設
事
業
課
長
）　
補
助
金
の

上
限
を
50
万
円
と
し
て
解
体
費
用
の

２
分
の
１
を
支
援
す
る
。

問　
解
体
費
用
の
相
談
受
付
課
は
。

答  

（
建
設
事
業
課
長
）　
建
設
事
業

課
。

問　
空
き
家
対
策
の
啓
発
は
。

答  （
建
設
事
業
課
長
）　
空
き
家
等

の
管
理
責
任
は
第
一
義
的
に
所
有
者

に
あ
る
と
の
法
律
に
基
づ
き
、
所
有

者
が
適
正
管
理
の
責
務
を
果
た
す
意

識
を
高
め
、
問
題
解
消
に
向
け
た
行

動
を
促
す
施
策
を
幅
広
く
周
知
・

啓
発
を
行
う
。

※

文
字
数
制
限
の
た
め
他
は
未
掲
載

 

カ
ス
ハ
ラ
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

問　
３
月
議
会
に
お
い
て
提
案
し
た

が
、
反
対
意
見
と
し
て「
議
員
が
条
例

を
提
案
し
て
は
い
け
な
い
」
と
の
こ
と

だ
っ
た
が
。

答  （
総
務
課
長
）　
地
方
自
治
法
に

は
、
議
員
は
議
会
の
議
決
す
べ
き
事

案
に
つ
き
、
議
会
に
議
案
を
提
出
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。

 

認
定
こ
ど
も
園
建
設
と
道
路
問
題

 

に
つ
い
て

問　
土
居
１
区
の
住
民
説
明
会
等
は
。

答  （
子
育
て
支
援
課
長
）　
あ
る
程
度

建
物
の
設
計
等
が
決
ま
っ
た
ら
、だ
れ
で

も
参
加
で
き
る
よ
う
な
説
明
会
を
開
催

し
た
い
。

問　
園
舎
が
開
園
し
た
後
の
道
路
状

況
を
心
配
し
て
い
る
が
。

答  （
子
育
て
支
援
課
長
）
現
時
点
で

は
心
配
な
い
。

問　
役
場
職
員
の
駐
車
場
が
、
桂
寿

苑
横
の
場
所
に
な
る
こ
と
は
な
い
か
。

答  （
町
長
）　
考
え
て
い
な
い
。

 

ご
み
処
理
施
設
建
設
に
つ
い
て

問　
昨
年
ま
で
の
計
画
の
破
棄
に
伴

う
業
者
へ
の
違
約
金
等
は
。

答  （
保
険
環
境
課
長
）　
県
央
の
事

務
に
な
る
の
で
把
握
し
て
い
な
い
。

問　
住
民
説
明
会
の
必
要
性
は
。

答  （
保
険
環
境
課
長
）　
必
要
性
は

認
識
し
て
い
る
が
未
定
。

 

学
校
の
在
り
方
検
討
会
議
に
つ
い
て

問　
事
務
局
を
企
画
財
政
課
と
し

た
理
由
は
。

答  （
町
長
）　
ま
ち
づ
く
り
全
体
の

柱
と
し
て
学
校
の
あ
り
方
を
ど
の
よ

う
に
位
置
づ
け
て
い
く
か
。ま
た
、
住

民
の
理
解
を
ど
の
よ
う
に
求
め
て
い

く
か
等
々
の
観
点
か
ら
。

問　
今
後
、事
務
局
を
教
育
委
員
会

部
局
へ
変
更
す
る
こ
と
は
。

答  （
町
長
）　
具
体
的
な
建
設
計
画
を

進
め
る
こ
と
に
な
れ
ば
、教
育
委
員
会
が

事
務
局
を
担
う
こ
と
に
な
る
。

 

災
害
用
井
戸
・
湧
水
に
つ
い
て

問　
能
登
半
島
地
震
で
は
、
井
戸
水

等
を
生
活
用
水
に
代
用
し
た
と
聞
い

て
い
る
が
。

答  （
総
務
課
長
）上
水
道
の
早
期
復

旧
を
第
一
に
、
原
則
拠
点
給
水
を
行

い
、
場
合
に
よ
っ
て
は
搬
送
給
水
も

行
い
た
い
。

問　
土
師
１
区
に
あ
る
鳥
平
水
源
の

活
用
は
。

答  （
水
道
課
長
）　
鳥
平
水
源
地
周

辺
の
地
域
は
井
戸
水
を
使
用
し
て
お

り
、
水
量
・
水
質
的
な
問
題
や
道
幅

が
狭
く
道
路
整
備
等
の
課
題
等
が

あ
る
。

　
活
用
す
る
と
な
る
と
地
元
農
家
、

住
民
と
の
十
分
な
協
議
が
必
要
。

※

文
字
数
制
限
の
た
め
「
人
事
行
政

の
運
営
等
の
状
況
の
公
表
に
関
す
る

条
例
や
規
則
等
に
つ
い
て
」は
未
掲
載

 

紙
お
む
つ
の
サ
ブ
ス
ク
導
入
に
つ
い
て

問　
飯
塚
市
の
公
立
保
育
所
等
で
、

紙
お
む
つ
と
お
尻
ふ
き
を
定
額
で
自

由
に
利
用
で
き
る
「
サ
ブ
ス
ク
制
」
を

本
年
度
か
ら
導
入
し
て
い
る
。

　
桂
川
町
の
状
況
は
。

答  （
子
育
て
支
援
課
長
）　
町
内
４

園
の
う
ち
私
立
１
園
が
導
入
。

問　
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

答  （
子
育
て
支
援
課
長
）
メ
リ
ッ
ト

は
、
保
護
者
が
お
む
つ
を
持
参
す
る

負
担
軽
減
、
お
む
つ
へ
の
記
名
作
業

の
軽
減
、
保
育
士
の
お
む
つ
管
理
・

確
認
等
の
事
務
負
担
軽
減
な
ど
。

　
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
定
額
利
用
料
が

発
生
す
る
の
で
使
用
枚
数
が
少
な
い

園
児
は
割
高
に
な
る
場
合
が
あ
る
こ

と
、
指
定
さ
れ
た
お
む
つ
の
種
類
に

よ
っ
て
は
園
児
の
肌
に
合
わ
な
い
こ

と
も
あ
る
な
ど
。

問　
飯
塚
市
の
状
況
も
調
べ
て
、
検

討
を
進
め
て
ほ
し
い
。紙
お
む
つ
の
サ

ブ
ス
ク
に
助
成
金
を
出
し
て
い
る
自

治
体
も
あ
る
。あ
わ
せ
て
、
検
討
し
て

ほ
し
い
。

　
使
用
済
み
紙
お
む
つ
の
処
理
は
。

答  （
子
育
て
支
援
課
長
）　
各
園
、可

燃
ご
み
と
し
て
廃
棄
。

 

一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
に

 

つ
い
て

問　
保
育
所
等
か
ら
使
用
済
み
紙
お

む
つ
が
ご
み
と
し
て
出
さ
れ
て
い
る

が
、
高
齢
者
施
設
等
か
ら
も
出
て
く

る
。
　
環
境
省
の
資
料
に
よ
る
と
、
大
人

用
紙
お
む
つ
の
消
費
量
は
年
々
増
加

し
て
お
り
、一
般
廃
棄
物
に
占
め
る
割

合
は
、
2
0
3
0
年
度
頃
に
は
７
％

程
度
に
な
る
見
込
み
。

　
一
方
で
、
紙
お
む
つ
は
素
材
と
し
て

は
上
質
パ
ル
プ
等
を
使
っ
て
い
て
、
再

生
利
用
に
よ
り
パ
ル
プ
等
の
有
効
利

用
が
可
能
。大
木
町
で
は
実
際
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　
さ
ら
に
、
分
別
・
再
生
利
用
等
を

促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、一
般
廃
棄
物

の
焼
却
処
理
量
が
減
少
し
、
ご
み
焼

却
場
の
規
模
も
小
さ
く
て
す
む
。

　
紙
お
む
つ
の
回
収
を
行
っ
て
は
。

答  （
保
険
環
境
課
長
）　
現
在
、
検

討
し
て
い
る
。そ
の
た
め
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

意
見　
大
型
ご
み
焼
き
場
の
建
設
計

画
の
見
直
し
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
一

度
つ
く
っ
て
し
ま
え
ば
、20
〜
30
年
は

使
い
続
け
る
こ
と
に
な
る
。

　
何
度
も
言
っ
て
い
る
が
、資
源
再
生

セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
位
置
づ
け
が
必

要
。そ
し
て
、
何
よ
り
も
、
住
民
か
ら

意
見
を
聞
く
こ
と
が
大
切
。

※

文
字
数
制
限
の
た
め
「
桂
川
町
の

落
札
率
の
高
さ
」等
は
未
掲
載

 

桂
川
駅
整
備
後
５
年
の
効
果
検
証

 

に
つ
い
て

問　
利
用
状
況
の
変
化
は
。

答  （
建
設
事
業
課
長
）　
駅
南
側
の

利
用
が
増
え
て
い
る
。

問　
駅
周
辺
に
お
け
る
住
宅
建
築
、

人
口
動
態
等
に
変
化
は
。

答  （
町
長
）　
駅
周
辺
の
変
化
は
大

き
な
も
の
が
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
が
、

全
体
と
し
て
町
の
活
性
化
に
与
え
た

影
響
、つ
ま
り
町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

に
よ
る
店
舗
の
進
出
や
住
宅
の
建
築

な
ど
、
効
果
が
大
き
い
と
判
断
し
て

い
る
。

問　
地
域
経
済
へ
の
波
及
効
果
に
つ

い
て
。

答  （
町
長
）　
駅
周
辺
の
住
宅
の
建

設
に
つ
い
て
は
、
令
和
２
年
か
ら
の

５
年
間
で
69
戸
の
家
が
新
築
さ
れ
て

い
る
。豆
田
区
及
び
第
一
豆
田
区
の

人
口
は
67
人
の
増
加
、
経
済
セ
ン
サ

ス
の
結
果
と
し
て
、
10
年
前
と
５
年

前
を
比
較
す
る
と
、
従
事
者
数
は
82

人
増
加
し
、
新
た
に
生
み
出
さ
れ
た

付
加
価
値
額
は
約
30
億
円
増
え
て
い

る
。

※
付
加
価
値
額
＝
売
上
（
収
入
）
金

額
―
必
要
経
費
（
費
用
総
額
＋
給
与

総
額
＋
租
税
公
課
）で
算
出
さ
れ
る
。

問　
現
時
点
で
課
題
が
あ
る
と
す
れ

ば
何
か
、ま
た
今
後
、駅
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て

い
く
の
か
。

答  （
町
長
）　
都
市
計
画
の
整
備
、土

地
利
用
の
立
地
適
正
化
計
画
の
策
定

な
ど
の
課
題
が
あ
る
。

　
時
間
は
か
か
る
が
将
来
を
見
据
え

て
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
。

 

若
手
の
議
員
な
り
手
不
足
に
つ
い
て

問　
若
手
の
地
方
議
員
の
「
な
り
手

不
足
」は
、町
村
議
会
で
は
、議
員
報

酬
だ
け
で
生
活
で
き
な
い
ケ
ー
ス
が

多
く
、若
い
世
代
ほ
ど「
家
族
を
養
え

な
い
」等
と
い
う
現
実
が
あ
る
。

　
報
酬
審
議
会
は
誰
が
招
集
し
、
ど

の
よ
う
な
時
に
開
催
さ
れ
る
の
か
。

答  （
総
務
課
長
）　
７
名
の
委
員
の

互
選
に
よ
り
選
ば
れ
た
会
長
が
招
集

す
る
。

　
町
長
は
、
報
酬
審
議
会
に
諮
問
し
、

答
申
を
受
け
て
か
ら
議
会
に
条
例
案

を
提
出
す
る
。報
酬
の
見
直
し
を
行
う

際
に
は
、町
長
の
諮
問
と
い
う
形
で
、必

要
に
応
じ
て
開
催
す
る
。

 

農
業
委
員
会
に
つ
い
て

問　
農
業
振
興
地
域
除
外
に
つ
い
て

は
、
最
近
ほ
と
ん
ど
除
外
申
請
が
出

て
い
な
い
よ
う
だ
が
。

答  （
産
業
振
興
課
長
）　
農
業
振
興

地
域
と
は
、今
後
長
期
に
わ
た
り
総
合

的
に
農
業
を
守
り
育
て
て
い
く
地
域

の
こ
と
で
、
通
称「
青
地
」と
呼
ば
れ
て

い
る
。

　
原
則
と
し
て
、
農
地
以
外
へ
の
転
用

が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
が
、
代
替
地
が

な
い
場
合
な
ど
や
む
を
得
な
い
状
況

に
限
り
農
業
振
興
地
域
か
ら
の
除
外

第
２
回　

産
廃
問
題
を
考
え
る
学
習
会

　

４
月
25
日
、「
桂
川
町
議
会 

大
将
陣

公
園
横
の
感
染
性
廃
棄
物
な
ど
の
産
業

廃
棄
物
処
理
事
業
に
関
す
る
調
査
特
別

委
員
会
」
主
催
で
第
２
回
学
習
会
を
行

い
ま
し
た
。

　

１
１
６
人
の
参
加
が
あ
り
、
飯
塚
市

か
ら
も
32
人
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

が
認
め
ら
れ
、手
続
き
に
は
、通
常
半

年
か
ら
１
年
ほ
ど
の
期
間
を
要
す
る
。

　
従
っ
て
、
除
外
申
請
は
毎
年
数
件

程
度
で
、申
請
が
多
い
状
況
で
は
な
い
。

　
し
か
し
、農
業
振
興
地
域
で
は
な
い

農
地
、い
わ
ゆ
る
白
地
と
呼
ば
れ
る
農

地
で
は
多
く
の
転
用
申
請
が
あ
っ
て

お
り
、住
宅
地
な
ど
へ
開
発
が
進
ん
で

い
る
。

 

町
長
・
町
議
選
に
つ
い
て

問　
今
年
10
月
25
日
に
町
長
・
町
議

選
が
行
わ
れ
る
予
定
だ
が
、町
長
の
考

え
は
。

答  

（
町
長
）　
私
自
身
の
対
応
に
つ

い
て
は
ま
だ
決
め
て
い
な
い
。

《
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
》

★
私
は
吉
隈
三
区
民
で
す

が
、
一
番
最
初
に
産
廃
施
設

を
建
て
る
こ
と
を
隠
し
て
、

今
や
っ
て
い
る
事
業
の
こ
と

を
言
っ
て
、
地
下
水
を
調
べ

た
い
と
水
利
組
合
の
許
可
を

取
っ
た
。

　

そ
の
後
、
地
下
水
が
あ
っ

た
の
で
産
廃
施
設
を
建
て
る

と
説
明
に
来
た
。そ
の
よ
う

な
業
者
だ
か
ら
信
用
で
き
な

い
。

★
今
生
き
て
い
る
者
と
し
て

後
世
に
責
任
が
あ
る
と
思
う

の
で
、
で
き
る
範
囲
で
参
加
、

活
動
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

で
す
。

★
ま
ず
は
住
民
が
主
体
と

な
る
団
体
を
つ
く
り
、
企
業

と
話
し
合
え
る
知
識(

企
業

が
提
示
す
る
資
料
を
読
み

こ
な
す
た
め)

を
私
た
ち
が

学
ん
で
身
に
つ
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し

た
。

★
桂
川
と
飯
塚
間
の
連
携

が
必
要
。

★
学
習
会
を
受
講
し
住
民

の
組
織
化
が
何
よ
り
重
要

で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

（
多
数
）

　

町
議
会
は
、
み
な
さ
ん
と

と
も
に
、
こ
の
課
題
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。
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𠮷
川
紀
代
子
議
員

ざ
ん
さ

原
中
政
廣
議
員

 

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券

 「
よ
か
ー
け
ん
」に
つ
い
て

問　
本
事
業
の
開
始
年
度
と
当
初
の

目
的
は
。

答   （
産
業
振
興
課
長
）　
開
始
年

度
は
平
成
21
年
度
。

　
当
初
の
目
的
は
、
地
域
消
費
が
低

迷
す
る
中
で
、
価
格
競
争
や
近
隣
大

型
店
と
の
競
合
な
ど
厳
し
い
環
境
下

に
あ
っ
た
地
元
商
工
業
の
活
性
化
と
、

町
民
の
町
内
店
で
の
購
買
意
識
の
喚

起
を
目
的
と
し
て
実
施
し
た
。

　
開
始
直
後
は
、
現
在
の
よ
う
な
国

が
創
設
し
た
交
付
金
が
な
く
、
町
・

県
の
支
出
と
な
っ
て
い
た
。

　
令
和
元
年
度
以
降
は
、
国
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
や
物
価
高
騰
対

応
重
点
支
援
地
方
交
付
金
な
ど
の

対
象
事
業
と
な
っ
た
た
め
、
交
付
金

を
活
用
し
実
施
し
た
。

問　
地
域
経
済
へ
の
波
及
効
果
の
検

証
は
。

答   （
産
業
振
興
課
長
）　
令
和
７

年
度
の
実
績
で
は
、
大
型
店
の
換
金

額
が
約
８
千
８
百
万
円
、
大
型
店
以

外
が
約
４
千
２
百
万
円
で
、
利
用
比

率
で
は
、大
型
店
が
68
％
、大
型
店
以

外
が
32
％
。

 
吉
隈
区
内
ご
み
捨
て
場（
旧
処
分

 

場
）の
管
理
に
つ
い
て

問　
施
設
の
歴
史
的
経
緯
と
現
状
は
。

答  （
保
険
環
境
課
長
）　
ご
み
処

理
場
と
し
て
は
、昭
和
45
年
に
穂
波

町
ほ
か
２
カ
町
衛
生
施
設
組
合
が

原
点
で
、現
在
は
平
成
31
年
に
２
市

２
町
で
構
成
さ
れ
た
ふ
く
お
か
県

央
環
境
広
域
施
設
組
合
と
し
て
引

き
継
が
れ
て
い
る
。

　
旧
処
分
場
に
は
、桂
川
町
か
ら
排

出
さ
れ
た
不
燃
ご
み
や
粗
大
ご
み
、

旧
３
町
施
設
組
合
か
ら
排
出
さ
れ

た
焼
却
残
渣
な
ど
が
埋
め
ら
れ
て

い
る
。

問　
ご
み
捨
て
場
跡
地
の
緑
地
化
は
。

答  （
町
長
）　
「
緑
地
化
」
に
つ
い
て

は
色
々
な
考
え
方
が
あ
る
。周
囲
の

状
況
等
を
考
慮
し
、
地
元
の
意
向
を

聞
き
な
が
ら
検
討
・
協
議
を
し
た
い
。

 

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

問　
基
本
的
な
考
え
は
。

答  （
建
設
事
業
課
長
）　
生
活
環
境

の
保
全
を
図
り
、
合
わ
せ
て
空
き
家

等
の
活
用
を
促
進
し
、
空
き
家
等
に

関
す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的

に
推
進
し
、も
っ
て
公
共
の
福
祉
の
増

進
と
地
域
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
。

問　
空
き
家
を
作
ら
な
い
対
策
は
。

答  （
建
設
事
業
課
長
）　
空
き
家
の

管
理
者
に
対
し
管
理
責
任
や
空
き

家
バ
ン
ク
の
利
活
用
の
周
知
が
重
要

と
考
え
る
。

問　
空
き
家
発
生
後
の
対
応
は
。

答  （
建
設
事
業
課
長
）　
適
正
な
管

理
を
し
て
い
な
い
空
き
家
に
つ
い
て

は
、
空
き
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す

る
特
別
措
置
法
に
基
づ
き
指
導
・

勧
告
・
命
令
等
を
行
う
。

 

新
ご
み
処
理
施
設
建
設
に
つ
い
て

問　
空
き
家
バ
ン
ク
の
仕
組
み
は
。

答  （
企
画
財
政
課
長
）　
「
桂
川
町
空

き
家
バ
ン
ク
」に
登
録
し
、
こ
れ
を
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
需
要

者
と
供
給
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う
。

問　
空
き
家
の
利
活
用
は
。

答  （
建
設
事
業
課
長
）　
空
き
家
バ

ン
ク
の
活
用
が
既
存
の
取
り
組
み
だ

が
今
後
、
空
き
家
対
策
協
議
会
委
員

と
も
連
携
し
相
談
体
制
を
充
実
さ

せ
た
い
。

問　
空
き
家
対
策
協
議
会
と
は
。

答  （
建
設
事
業
課
長
）　
空
き
家
対

策
計
画
の
作
成
や
近
隣
に
悪
影
響
を

及
ぼ
す
恐
れ
の
あ
る
空
き
家
の
判
定
、

所
有
者
へ
の
指
導
・
勧
告
等
の
対
応

方
針
を
協
議
す
る
会
。

問　
空
き
家
対
策
協
議
会
の
構
成
と
開

催
日
数
は
。

答  （
建
設
事
業
課
長
）　
副
町
長
、議

員
２
名
、
学
識
経
験
者
３
名（
司
法
書

士
・
行
政
書
士
・
土
地
家
屋
調
査
士
）、

住
民
代
表
１
名
で
計
７
名
。

　
開
催
日
数
は
令
和
６
年
度
２
回
、

令
和
７
年
度
０
回
。

問　
管
理
不
全
空
き
家
数
は
。

答  （
建
設
事
業
課
長
）　
老
朽
空
き

家
は
令
和
５
年
度
調
査
で
は
23
件
。

問　
特
定
空
き
家
数
は
。

答  （
建
設
事
業
課
長
）　
０
件
。

問　
老
朽
空
き
家
解
体
支
援
体
制
は
。

答  （
建
設
事
業
課
長
）　
補
助
金
の

上
限
を
50
万
円
と
し
て
解
体
費
用
の

２
分
の
１
を
支
援
す
る
。

問　
解
体
費
用
の
相
談
受
付
課
は
。

答  

（
建
設
事
業
課
長
）　
建
設
事
業

課
。

問　
空
き
家
対
策
の
啓
発
は
。

答  （
建
設
事
業
課
長
）　
空
き
家
等

の
管
理
責
任
は
第
一
義
的
に
所
有
者

に
あ
る
と
の
法
律
に
基
づ
き
、
所
有

者
が
適
正
管
理
の
責
務
を
果
た
す
意

識
を
高
め
、
問
題
解
消
に
向
け
た
行

動
を
促
す
施
策
を
幅
広
く
周
知
・

啓
発
を
行
う
。

※

文
字
数
制
限
の
た
め
他
は
未
掲
載

 

カ
ス
ハ
ラ
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

問　
３
月
議
会
に
お
い
て
提
案
し
た

が
、
反
対
意
見
と
し
て「
議
員
が
条
例

を
提
案
し
て
は
い
け
な
い
」
と
の
こ
と

だ
っ
た
が
。

答  （
総
務
課
長
）　
地
方
自
治
法
に

は
、
議
員
は
議
会
の
議
決
す
べ
き
事

案
に
つ
き
、
議
会
に
議
案
を
提
出
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。

 

認
定
こ
ど
も
園
建
設
と
道
路
問
題

 

に
つ
い
て

問　
土
居
１
区
の
住
民
説
明
会
等
は
。

答  （
子
育
て
支
援
課
長
）　
あ
る
程
度

建
物
の
設
計
等
が
決
ま
っ
た
ら
、だ
れ
で

も
参
加
で
き
る
よ
う
な
説
明
会
を
開
催

し
た
い
。

問　
園
舎
が
開
園
し
た
後
の
道
路
状

況
を
心
配
し
て
い
る
が
。

答  （
子
育
て
支
援
課
長
）
現
時
点
で

は
心
配
な
い
。

問　
役
場
職
員
の
駐
車
場
が
、
桂
寿

苑
横
の
場
所
に
な
る
こ
と
は
な
い
か
。

答  （
町
長
）　
考
え
て
い
な
い
。

 

ご
み
処
理
施
設
建
設
に
つ
い
て

問　
昨
年
ま
で
の
計
画
の
破
棄
に
伴

う
業
者
へ
の
違
約
金
等
は
。

答  （
保
険
環
境
課
長
）　
県
央
の
事

務
に
な
る
の
で
把
握
し
て
い
な
い
。

問　
住
民
説
明
会
の
必
要
性
は
。

答  （
保
険
環
境
課
長
）　
必
要
性
は

認
識
し
て
い
る
が
未
定
。

 

学
校
の
在
り
方
検
討
会
議
に
つ
い
て

問　
事
務
局
を
企
画
財
政
課
と
し

た
理
由
は
。

答  （
町
長
）　
ま
ち
づ
く
り
全
体
の

柱
と
し
て
学
校
の
あ
り
方
を
ど
の
よ

う
に
位
置
づ
け
て
い
く
か
。ま
た
、
住

民
の
理
解
を
ど
の
よ
う
に
求
め
て
い

く
か
等
々
の
観
点
か
ら
。

問　
今
後
、事
務
局
を
教
育
委
員
会

部
局
へ
変
更
す
る
こ
と
は
。

答  （
町
長
）　
具
体
的
な
建
設
計
画
を

進
め
る
こ
と
に
な
れ
ば
、教
育
委
員
会
が

事
務
局
を
担
う
こ
と
に
な
る
。

 

災
害
用
井
戸
・
湧
水
に
つ
い
て

問　
能
登
半
島
地
震
で
は
、
井
戸
水

等
を
生
活
用
水
に
代
用
し
た
と
聞
い

て
い
る
が
。

答  （
総
務
課
長
）上
水
道
の
早
期
復

旧
を
第
一
に
、
原
則
拠
点
給
水
を
行

い
、
場
合
に
よ
っ
て
は
搬
送
給
水
も

行
い
た
い
。

問　
土
師
１
区
に
あ
る
鳥
平
水
源
の

活
用
は
。

答  （
水
道
課
長
）　
鳥
平
水
源
地
周

辺
の
地
域
は
井
戸
水
を
使
用
し
て
お

り
、
水
量
・
水
質
的
な
問
題
や
道
幅

が
狭
く
道
路
整
備
等
の
課
題
等
が

あ
る
。

　
活
用
す
る
と
な
る
と
地
元
農
家
、

住
民
と
の
十
分
な
協
議
が
必
要
。

※

文
字
数
制
限
の
た
め
「
人
事
行
政

の
運
営
等
の
状
況
の
公
表
に
関
す
る

条
例
や
規
則
等
に
つ
い
て
」は
未
掲
載

 

紙
お
む
つ
の
サ
ブ
ス
ク
導
入
に
つ
い
て

問　
飯
塚
市
の
公
立
保
育
所
等
で
、

紙
お
む
つ
と
お
尻
ふ
き
を
定
額
で
自

由
に
利
用
で
き
る
「
サ
ブ
ス
ク
制
」
を

本
年
度
か
ら
導
入
し
て
い
る
。

　
桂
川
町
の
状
況
は
。

答  （
子
育
て
支
援
課
長
）　
町
内
４

園
の
う
ち
私
立
１
園
が
導
入
。

問　
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

答  （
子
育
て
支
援
課
長
）
メ
リ
ッ
ト

は
、
保
護
者
が
お
む
つ
を
持
参
す
る

負
担
軽
減
、
お
む
つ
へ
の
記
名
作
業

の
軽
減
、
保
育
士
の
お
む
つ
管
理
・

確
認
等
の
事
務
負
担
軽
減
な
ど
。

　
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
定
額
利
用
料
が

発
生
す
る
の
で
使
用
枚
数
が
少
な
い

園
児
は
割
高
に
な
る
場
合
が
あ
る
こ

と
、
指
定
さ
れ
た
お
む
つ
の
種
類
に

よ
っ
て
は
園
児
の
肌
に
合
わ
な
い
こ

と
も
あ
る
な
ど
。

問　
飯
塚
市
の
状
況
も
調
べ
て
、
検

討
を
進
め
て
ほ
し
い
。紙
お
む
つ
の
サ

ブ
ス
ク
に
助
成
金
を
出
し
て
い
る
自

治
体
も
あ
る
。あ
わ
せ
て
、
検
討
し
て

ほ
し
い
。

　
使
用
済
み
紙
お
む
つ
の
処
理
は
。

答  （
子
育
て
支
援
課
長
）　
各
園
、可

燃
ご
み
と
し
て
廃
棄
。

 

一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
に

 

つ
い
て

問　
保
育
所
等
か
ら
使
用
済
み
紙
お

む
つ
が
ご
み
と
し
て
出
さ
れ
て
い
る

が
、
高
齢
者
施
設
等
か
ら
も
出
て
く

る
。
　
環
境
省
の
資
料
に
よ
る
と
、
大
人

用
紙
お
む
つ
の
消
費
量
は
年
々
増
加

し
て
お
り
、一
般
廃
棄
物
に
占
め
る
割

合
は
、
2
0
3
0
年
度
頃
に
は
７
％

程
度
に
な
る
見
込
み
。

　
一
方
で
、
紙
お
む
つ
は
素
材
と
し
て

は
上
質
パ
ル
プ
等
を
使
っ
て
い
て
、
再

生
利
用
に
よ
り
パ
ル
プ
等
の
有
効
利

用
が
可
能
。大
木
町
で
は
実
際
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　
さ
ら
に
、
分
別
・
再
生
利
用
等
を

促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、一
般
廃
棄
物

の
焼
却
処
理
量
が
減
少
し
、
ご
み
焼

却
場
の
規
模
も
小
さ
く
て
す
む
。

　
紙
お
む
つ
の
回
収
を
行
っ
て
は
。

答  （
保
険
環
境
課
長
）　
現
在
、
検

討
し
て
い
る
。そ
の
た
め
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

意
見　
大
型
ご
み
焼
き
場
の
建
設
計

画
の
見
直
し
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
一

度
つ
く
っ
て
し
ま
え
ば
、20
〜
30
年
は

使
い
続
け
る
こ
と
に
な
る
。

　
何
度
も
言
っ
て
い
る
が
、資
源
再
生

セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
位
置
づ
け
が
必

要
。そ
し
て
、
何
よ
り
も
、
住
民
か
ら

意
見
を
聞
く
こ
と
が
大
切
。

※

文
字
数
制
限
の
た
め
「
桂
川
町
の

落
札
率
の
高
さ
」等
は
未
掲
載

 

桂
川
駅
整
備
後
５
年
の
効
果
検
証

 

に
つ
い
て

問　
利
用
状
況
の
変
化
は
。

答  （
建
設
事
業
課
長
）　
駅
南
側
の

利
用
が
増
え
て
い
る
。

問　
駅
周
辺
に
お
け
る
住
宅
建
築
、

人
口
動
態
等
に
変
化
は
。

答  （
町
長
）　
駅
周
辺
の
変
化
は
大

き
な
も
の
が
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
が
、

全
体
と
し
て
町
の
活
性
化
に
与
え
た

影
響
、つ
ま
り
町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

に
よ
る
店
舗
の
進
出
や
住
宅
の
建
築

な
ど
、
効
果
が
大
き
い
と
判
断
し
て

い
る
。

問　
地
域
経
済
へ
の
波
及
効
果
に
つ

い
て
。

答  （
町
長
）　
駅
周
辺
の
住
宅
の
建

設
に
つ
い
て
は
、
令
和
２
年
か
ら
の

５
年
間
で
69
戸
の
家
が
新
築
さ
れ
て

い
る
。豆
田
区
及
び
第
一
豆
田
区
の

人
口
は
67
人
の
増
加
、
経
済
セ
ン
サ

ス
の
結
果
と
し
て
、
10
年
前
と
５
年

前
を
比
較
す
る
と
、
従
事
者
数
は
82

人
増
加
し
、
新
た
に
生
み
出
さ
れ
た

付
加
価
値
額
は
約
30
億
円
増
え
て
い

る
。

※
付
加
価
値
額
＝
売
上
（
収
入
）
金

額
―
必
要
経
費
（
費
用
総
額
＋
給
与

総
額
＋
租
税
公
課
）で
算
出
さ
れ
る
。

問　
現
時
点
で
課
題
が
あ
る
と
す
れ

ば
何
か
、ま
た
今
後
、駅
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て

い
く
の
か
。

答  （
町
長
）　
都
市
計
画
の
整
備
、土

地
利
用
の
立
地
適
正
化
計
画
の
策
定

な
ど
の
課
題
が
あ
る
。

　
時
間
は
か
か
る
が
将
来
を
見
据
え

て
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
。

 

若
手
の
議
員
な
り
手
不
足
に
つ
い
て

問　
若
手
の
地
方
議
員
の
「
な
り
手

不
足
」は
、町
村
議
会
で
は
、議
員
報

酬
だ
け
で
生
活
で
き
な
い
ケ
ー
ス
が

多
く
、若
い
世
代
ほ
ど「
家
族
を
養
え

な
い
」等
と
い
う
現
実
が
あ
る
。

　
報
酬
審
議
会
は
誰
が
招
集
し
、
ど

の
よ
う
な
時
に
開
催
さ
れ
る
の
か
。

答  （
総
務
課
長
）　
７
名
の
委
員
の

互
選
に
よ
り
選
ば
れ
た
会
長
が
招
集

す
る
。

　
町
長
は
、
報
酬
審
議
会
に
諮
問
し
、

答
申
を
受
け
て
か
ら
議
会
に
条
例
案

を
提
出
す
る
。報
酬
の
見
直
し
を
行
う

際
に
は
、町
長
の
諮
問
と
い
う
形
で
、必

要
に
応
じ
て
開
催
す
る
。

 

農
業
委
員
会
に
つ
い
て

問　
農
業
振
興
地
域
除
外
に
つ
い
て

は
、
最
近
ほ
と
ん
ど
除
外
申
請
が
出

て
い
な
い
よ
う
だ
が
。

答  （
産
業
振
興
課
長
）　
農
業
振
興

地
域
と
は
、今
後
長
期
に
わ
た
り
総
合

的
に
農
業
を
守
り
育
て
て
い
く
地
域

の
こ
と
で
、
通
称「
青
地
」と
呼
ば
れ
て

い
る
。

　
原
則
と
し
て
、
農
地
以
外
へ
の
転
用

が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
が
、
代
替
地
が

な
い
場
合
な
ど
や
む
を
得
な
い
状
況

に
限
り
農
業
振
興
地
域
か
ら
の
除
外

が
認
め
ら
れ
、手
続
き
に
は
、通
常
半

年
か
ら
１
年
ほ
ど
の
期
間
を
要
す
る
。

　
従
っ
て
、
除
外
申
請
は
毎
年
数
件

程
度
で
、申
請
が
多
い
状
況
で
は
な
い
。

　
し
か
し
、農
業
振
興
地
域
で
は
な
い

農
地
、い
わ
ゆ
る
白
地
と
呼
ば
れ
る
農

地
で
は
多
く
の
転
用
申
請
が
あ
っ
て

お
り
、住
宅
地
な
ど
へ
開
発
が
進
ん
で

い
る
。

 

町
長
・
町
議
選
に
つ
い
て

問　
今
年
10
月
25
日
に
町
長
・
町
議

選
が
行
わ
れ
る
予
定
だ
が
、町
長
の
考

え
は
。

答  

（
町
長
）　
私
自
身
の
対
応
に
つ

い
て
は
ま
だ
決
め
て
い
な
い
。

- 2 -

（
６
月
定
例
会 

）

一
般
質
問



大
塚
和
佳
議
員

 

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券

 「
よ
か
ー
け
ん
」に
つ
い
て

問　
本
事
業
の
開
始
年
度
と
当
初
の

目
的
は
。

答   （
産
業
振
興
課
長
）　
開
始
年

度
は
平
成
21
年
度
。

　
当
初
の
目
的
は
、
地
域
消
費
が
低

迷
す
る
中
で
、
価
格
競
争
や
近
隣
大

型
店
と
の
競
合
な
ど
厳
し
い
環
境
下

に
あ
っ
た
地
元
商
工
業
の
活
性
化
と
、

町
民
の
町
内
店
で
の
購
買
意
識
の
喚

起
を
目
的
と
し
て
実
施
し
た
。

　
開
始
直
後
は
、
現
在
の
よ
う
な
国

が
創
設
し
た
交
付
金
が
な
く
、
町
・

県
の
支
出
と
な
っ
て
い
た
。

　
令
和
元
年
度
以
降
は
、
国
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
や
物
価
高
騰
対

応
重
点
支
援
地
方
交
付
金
な
ど
の

対
象
事
業
と
な
っ
た
た
め
、
交
付
金

を
活
用
し
実
施
し
た
。

問　
地
域
経
済
へ
の
波
及
効
果
の
検

証
は
。

答   （
産
業
振
興
課
長
）　
令
和
７

年
度
の
実
績
で
は
、
大
型
店
の
換
金

額
が
約
８
千
８
百
万
円
、
大
型
店
以

外
が
約
４
千
２
百
万
円
で
、
利
用
比

率
で
は
、大
型
店
が
68
％
、大
型
店
以

外
が
32
％
。

 

吉
隈
区
内
ご
み
捨
て
場（
旧
処
分

 

場
）の
管
理
に
つ
い
て

問　
施
設
の
歴
史
的
経
緯
と
現
状
は
。

答  （
保
険
環
境
課
長
）　
ご
み
処

理
場
と
し
て
は
、昭
和
45
年
に
穂
波

町
ほ
か
２
カ
町
衛
生
施
設
組
合
が

原
点
で
、現
在
は
平
成
31
年
に
２
市

２
町
で
構
成
さ
れ
た
ふ
く
お
か
県

央
環
境
広
域
施
設
組
合
と
し
て
引

き
継
が
れ
て
い
る
。

　
旧
処
分
場
に
は
、桂
川
町
か
ら
排

出
さ
れ
た
不
燃
ご
み
や
粗
大
ご
み
、

旧
３
町
施
設
組
合
か
ら
排
出
さ
れ

た
焼
却
残
渣
な
ど
が
埋
め
ら
れ
て

い
る
。

問　
ご
み
捨
て
場
跡
地
の
緑
地
化
は
。

答  （
町
長
）　
「
緑
地
化
」
に
つ
い
て

は
色
々
な
考
え
方
が
あ
る
。周
囲
の

状
況
等
を
考
慮
し
、
地
元
の
意
向
を

聞
き
な
が
ら
検
討
・
協
議
を
し
た
い
。

 

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

問　
基
本
的
な
考
え
は
。

答  （
建
設
事
業
課
長
）　
生
活
環
境

の
保
全
を
図
り
、
合
わ
せ
て
空
き
家

等
の
活
用
を
促
進
し
、
空
き
家
等
に

関
す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的

に
推
進
し
、も
っ
て
公
共
の
福
祉
の
増

進
と
地
域
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
。

問　
空
き
家
を
作
ら
な
い
対
策
は
。

答  （
建
設
事
業
課
長
）　
空
き
家
の

管
理
者
に
対
し
管
理
責
任
や
空
き

家
バ
ン
ク
の
利
活
用
の
周
知
が
重
要

と
考
え
る
。

問　
空
き
家
発
生
後
の
対
応
は
。

答  （
建
設
事
業
課
長
）　
適
正
な
管

理
を
し
て
い
な
い
空
き
家
に
つ
い
て

は
、
空
き
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す

る
特
別
措
置
法
に
基
づ
き
指
導
・

勧
告
・
命
令
等
を
行
う
。

 

新
ご
み
処
理
施
設
建
設
に
つ
い
て

問　
空
き
家
バ
ン
ク
の
仕
組
み
は
。

答  （
企
画
財
政
課
長
）　
「
桂
川
町
空

き
家
バ
ン
ク
」に
登
録
し
、
こ
れ
を
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
需
要

者
と
供
給
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う
。

問　
空
き
家
の
利
活
用
は
。

答  （
建
設
事
業
課
長
）　
空
き
家
バ

ン
ク
の
活
用
が
既
存
の
取
り
組
み
だ

が
今
後
、
空
き
家
対
策
協
議
会
委
員

と
も
連
携
し
相
談
体
制
を
充
実
さ

せ
た
い
。

問　
空
き
家
対
策
協
議
会
と
は
。

答  （
建
設
事
業
課
長
）　
空
き
家
対

策
計
画
の
作
成
や
近
隣
に
悪
影
響
を

及
ぼ
す
恐
れ
の
あ
る
空
き
家
の
判
定
、

所
有
者
へ
の
指
導
・
勧
告
等
の
対
応

方
針
を
協
議
す
る
会
。

問　
空
き
家
対
策
協
議
会
の
構
成
と
開

催
日
数
は
。

答  （
建
設
事
業
課
長
）　
副
町
長
、議

員
２
名
、
学
識
経
験
者
３
名（
司
法
書

士
・
行
政
書
士
・
土
地
家
屋
調
査
士
）、

住
民
代
表
１
名
で
計
７
名
。

　
開
催
日
数
は
令
和
６
年
度
２
回
、

令
和
７
年
度
０
回
。

問　
管
理
不
全
空
き
家
数
は
。

答  （
建
設
事
業
課
長
）　
老
朽
空
き

家
は
令
和
５
年
度
調
査
で
は
23
件
。

問　
特
定
空
き
家
数
は
。

答  （
建
設
事
業
課
長
）　
０
件
。

問　
老
朽
空
き
家
解
体
支
援
体
制
は
。

答  （
建
設
事
業
課
長
）　
補
助
金
の

上
限
を
50
万
円
と
し
て
解
体
費
用
の

２
分
の
１
を
支
援
す
る
。

問　
解
体
費
用
の
相
談
受
付
課
は
。

答  

（
建
設
事
業
課
長
）　
建
設
事
業

課
。

問　
空
き
家
対
策
の
啓
発
は
。

答  （
建
設
事
業
課
長
）　
空
き
家
等

の
管
理
責
任
は
第
一
義
的
に
所
有
者

に
あ
る
と
の
法
律
に
基
づ
き
、
所
有

者
が
適
正
管
理
の
責
務
を
果
た
す
意

識
を
高
め
、
問
題
解
消
に
向
け
た
行

動
を
促
す
施
策
を
幅
広
く
周
知
・

啓
発
を
行
う
。

※

文
字
数
制
限
の
た
め
他
は
未
掲
載

 

カ
ス
ハ
ラ
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

問　
３
月
議
会
に
お
い
て
提
案
し
た

が
、
反
対
意
見
と
し
て「
議
員
が
条
例

を
提
案
し
て
は
い
け
な
い
」
と
の
こ
と

だ
っ
た
が
。

答  （
総
務
課
長
）　
地
方
自
治
法
に

は
、
議
員
は
議
会
の
議
決
す
べ
き
事

案
に
つ
き
、
議
会
に
議
案
を
提
出
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。

 

認
定
こ
ど
も
園
建
設
と
道
路
問
題

 

に
つ
い
て

問　
土
居
１
区
の
住
民
説
明
会
等
は
。

答  （
子
育
て
支
援
課
長
）　
あ
る
程
度

建
物
の
設
計
等
が
決
ま
っ
た
ら
、だ
れ
で

も
参
加
で
き
る
よ
う
な
説
明
会
を
開
催

し
た
い
。

問　
園
舎
が
開
園
し
た
後
の
道
路
状

況
を
心
配
し
て
い
る
が
。

答  （
子
育
て
支
援
課
長
）
現
時
点
で

は
心
配
な
い
。

問　
役
場
職
員
の
駐
車
場
が
、
桂
寿

苑
横
の
場
所
に
な
る
こ
と
は
な
い
か
。

答  （
町
長
）　
考
え
て
い
な
い
。

 

ご
み
処
理
施
設
建
設
に
つ
い
て

問　
昨
年
ま
で
の
計
画
の
破
棄
に
伴

う
業
者
へ
の
違
約
金
等
は
。

答  （
保
険
環
境
課
長
）　
県
央
の
事

務
に
な
る
の
で
把
握
し
て
い
な
い
。

問　
住
民
説
明
会
の
必
要
性
は
。

答  （
保
険
環
境
課
長
）　
必
要
性
は

認
識
し
て
い
る
が
未
定
。

 

学
校
の
在
り
方
検
討
会
議
に
つ
い
て

問　
事
務
局
を
企
画
財
政
課
と
し

た
理
由
は
。

答  （
町
長
）　
ま
ち
づ
く
り
全
体
の

柱
と
し
て
学
校
の
あ
り
方
を
ど
の
よ

う
に
位
置
づ
け
て
い
く
か
。ま
た
、
住

民
の
理
解
を
ど
の
よ
う
に
求
め
て
い

く
か
等
々
の
観
点
か
ら
。

問　
今
後
、事
務
局
を
教
育
委
員
会

部
局
へ
変
更
す
る
こ
と
は
。

答  （
町
長
）　
具
体
的
な
建
設
計
画
を

進
め
る
こ
と
に
な
れ
ば
、教
育
委
員
会
が

事
務
局
を
担
う
こ
と
に
な
る
。

 

災
害
用
井
戸
・
湧
水
に
つ
い
て

問　
能
登
半
島
地
震
で
は
、
井
戸
水

等
を
生
活
用
水
に
代
用
し
た
と
聞
い

て
い
る
が
。

答  （
総
務
課
長
）上
水
道
の
早
期
復

旧
を
第
一
に
、
原
則
拠
点
給
水
を
行

い
、
場
合
に
よ
っ
て
は
搬
送
給
水
も

行
い
た
い
。

問　
土
師
１
区
に
あ
る
鳥
平
水
源
の

活
用
は
。

答  （
水
道
課
長
）　
鳥
平
水
源
地
周

辺
の
地
域
は
井
戸
水
を
使
用
し
て
お

り
、
水
量
・
水
質
的
な
問
題
や
道
幅

が
狭
く
道
路
整
備
等
の
課
題
等
が

あ
る
。

　
活
用
す
る
と
な
る
と
地
元
農
家
、

住
民
と
の
十
分
な
協
議
が
必
要
。

※

文
字
数
制
限
の
た
め
「
人
事
行
政

の
運
営
等
の
状
況
の
公
表
に
関
す
る

条
例
や
規
則
等
に
つ
い
て
」は
未
掲
載

 

紙
お
む
つ
の
サ
ブ
ス
ク
導
入
に
つ
い
て

問　
飯
塚
市
の
公
立
保
育
所
等
で
、

紙
お
む
つ
と
お
尻
ふ
き
を
定
額
で
自

由
に
利
用
で
き
る
「
サ
ブ
ス
ク
制
」
を

本
年
度
か
ら
導
入
し
て
い
る
。

　
桂
川
町
の
状
況
は
。

答  （
子
育
て
支
援
課
長
）　
町
内
４

園
の
う
ち
私
立
１
園
が
導
入
。

問　
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

答  （
子
育
て
支
援
課
長
）
メ
リ
ッ
ト

は
、
保
護
者
が
お
む
つ
を
持
参
す
る

負
担
軽
減
、
お
む
つ
へ
の
記
名
作
業

の
軽
減
、
保
育
士
の
お
む
つ
管
理
・

確
認
等
の
事
務
負
担
軽
減
な
ど
。

　
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
定
額
利
用
料
が

発
生
す
る
の
で
使
用
枚
数
が
少
な
い

園
児
は
割
高
に
な
る
場
合
が
あ
る
こ

と
、
指
定
さ
れ
た
お
む
つ
の
種
類
に

よ
っ
て
は
園
児
の
肌
に
合
わ
な
い
こ

と
も
あ
る
な
ど
。

問　
飯
塚
市
の
状
況
も
調
べ
て
、
検

討
を
進
め
て
ほ
し
い
。紙
お
む
つ
の
サ

ブ
ス
ク
に
助
成
金
を
出
し
て
い
る
自

治
体
も
あ
る
。あ
わ
せ
て
、
検
討
し
て

ほ
し
い
。

　
使
用
済
み
紙
お
む
つ
の
処
理
は
。

答  （
子
育
て
支
援
課
長
）　
各
園
、可

燃
ご
み
と
し
て
廃
棄
。

 

一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
に

 

つ
い
て

問　
保
育
所
等
か
ら
使
用
済
み
紙
お

む
つ
が
ご
み
と
し
て
出
さ
れ
て
い
る

が
、
高
齢
者
施
設
等
か
ら
も
出
て
く

る
。
　
環
境
省
の
資
料
に
よ
る
と
、
大
人

用
紙
お
む
つ
の
消
費
量
は
年
々
増
加

し
て
お
り
、一
般
廃
棄
物
に
占
め
る
割

合
は
、
2
0
3
0
年
度
頃
に
は
７
％

程
度
に
な
る
見
込
み
。

　
一
方
で
、
紙
お
む
つ
は
素
材
と
し
て

は
上
質
パ
ル
プ
等
を
使
っ
て
い
て
、
再

生
利
用
に
よ
り
パ
ル
プ
等
の
有
効
利

用
が
可
能
。大
木
町
で
は
実
際
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　
さ
ら
に
、
分
別
・
再
生
利
用
等
を

促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、一
般
廃
棄
物

の
焼
却
処
理
量
が
減
少
し
、
ご
み
焼

却
場
の
規
模
も
小
さ
く
て
す
む
。

　
紙
お
む
つ
の
回
収
を
行
っ
て
は
。

答  （
保
険
環
境
課
長
）　
現
在
、
検

討
し
て
い
る
。そ
の
た
め
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

意
見　
大
型
ご
み
焼
き
場
の
建
設
計

画
の
見
直
し
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
一

度
つ
く
っ
て
し
ま
え
ば
、20
〜
30
年
は

使
い
続
け
る
こ
と
に
な
る
。

　
何
度
も
言
っ
て
い
る
が
、資
源
再
生

セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
位
置
づ
け
が
必

要
。そ
し
て
、
何
よ
り
も
、
住
民
か
ら

意
見
を
聞
く
こ
と
が
大
切
。

※

文
字
数
制
限
の
た
め
「
桂
川
町
の

落
札
率
の
高
さ
」等
は
未
掲
載

 

桂
川
駅
整
備
後
５
年
の
効
果
検
証

 

に
つ
い
て

問　
利
用
状
況
の
変
化
は
。

答  （
建
設
事
業
課
長
）　
駅
南
側
の

利
用
が
増
え
て
い
る
。

問　
駅
周
辺
に
お
け
る
住
宅
建
築
、

人
口
動
態
等
に
変
化
は
。

答  （
町
長
）　
駅
周
辺
の
変
化
は
大

き
な
も
の
が
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
が
、

全
体
と
し
て
町
の
活
性
化
に
与
え
た

影
響
、つ
ま
り
町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

に
よ
る
店
舗
の
進
出
や
住
宅
の
建
築

な
ど
、
効
果
が
大
き
い
と
判
断
し
て

い
る
。

問　
地
域
経
済
へ
の
波
及
効
果
に
つ

い
て
。

答  （
町
長
）　
駅
周
辺
の
住
宅
の
建

設
に
つ
い
て
は
、
令
和
２
年
か
ら
の

５
年
間
で
69
戸
の
家
が
新
築
さ
れ
て

い
る
。豆
田
区
及
び
第
一
豆
田
区
の

人
口
は
67
人
の
増
加
、
経
済
セ
ン
サ

ス
の
結
果
と
し
て
、
10
年
前
と
５
年

前
を
比
較
す
る
と
、
従
事
者
数
は
82

人
増
加
し
、
新
た
に
生
み
出
さ
れ
た

付
加
価
値
額
は
約
30
億
円
増
え
て
い

る
。

※
付
加
価
値
額
＝
売
上
（
収
入
）
金

額
―
必
要
経
費
（
費
用
総
額
＋
給
与

総
額
＋
租
税
公
課
）で
算
出
さ
れ
る
。

問　
現
時
点
で
課
題
が
あ
る
と
す
れ

ば
何
か
、ま
た
今
後
、駅
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て

い
く
の
か
。

答  （
町
長
）　
都
市
計
画
の
整
備
、土

地
利
用
の
立
地
適
正
化
計
画
の
策
定

な
ど
の
課
題
が
あ
る
。

　
時
間
は
か
か
る
が
将
来
を
見
据
え

て
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
。

 

若
手
の
議
員
な
り
手
不
足
に
つ
い
て

問　
若
手
の
地
方
議
員
の
「
な
り
手

不
足
」は
、町
村
議
会
で
は
、議
員
報

酬
だ
け
で
生
活
で
き
な
い
ケ
ー
ス
が

多
く
、若
い
世
代
ほ
ど「
家
族
を
養
え

な
い
」等
と
い
う
現
実
が
あ
る
。

　
報
酬
審
議
会
は
誰
が
招
集
し
、
ど

の
よ
う
な
時
に
開
催
さ
れ
る
の
か
。

答  （
総
務
課
長
）　
７
名
の
委
員
の

互
選
に
よ
り
選
ば
れ
た
会
長
が
招
集

す
る
。

　
町
長
は
、
報
酬
審
議
会
に
諮
問
し
、

答
申
を
受
け
て
か
ら
議
会
に
条
例
案

を
提
出
す
る
。報
酬
の
見
直
し
を
行
う

際
に
は
、町
長
の
諮
問
と
い
う
形
で
、必

要
に
応
じ
て
開
催
す
る
。

 

農
業
委
員
会
に
つ
い
て

問　
農
業
振
興
地
域
除
外
に
つ
い
て

は
、
最
近
ほ
と
ん
ど
除
外
申
請
が
出

て
い
な
い
よ
う
だ
が
。

答  （
産
業
振
興
課
長
）　
農
業
振
興

地
域
と
は
、今
後
長
期
に
わ
た
り
総
合

的
に
農
業
を
守
り
育
て
て
い
く
地
域

の
こ
と
で
、
通
称「
青
地
」と
呼
ば
れ
て

い
る
。

　
原
則
と
し
て
、
農
地
以
外
へ
の
転
用

が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
が
、
代
替
地
が

な
い
場
合
な
ど
や
む
を
得
な
い
状
況

に
限
り
農
業
振
興
地
域
か
ら
の
除
外

が
認
め
ら
れ
、手
続
き
に
は
、通
常
半

年
か
ら
１
年
ほ
ど
の
期
間
を
要
す
る
。

　
従
っ
て
、
除
外
申
請
は
毎
年
数
件

程
度
で
、申
請
が
多
い
状
況
で
は
な
い
。

　
し
か
し
、農
業
振
興
地
域
で
は
な
い

農
地
、い
わ
ゆ
る
白
地
と
呼
ば
れ
る
農

地
で
は
多
く
の
転
用
申
請
が
あ
っ
て

お
り
、住
宅
地
な
ど
へ
開
発
が
進
ん
で

い
る
。

 

町
長
・
町
議
選
に
つ
い
て

問　
今
年
10
月
25
日
に
町
長
・
町
議

選
が
行
わ
れ
る
予
定
だ
が
、町
長
の
考

え
は
。

答  

（
町
長
）　
私
自
身
の
対
応
に
つ

い
て
は
ま
だ
決
め
て
い
な
い
。
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杉
村
明
彦
議
員

柴
田
正
彦
議
員

 

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券

 「
よ
か
ー
け
ん
」に
つ
い
て

問　
本
事
業
の
開
始
年
度
と
当
初
の

目
的
は
。

答   （
産
業
振
興
課
長
）　
開
始
年

度
は
平
成
21
年
度
。

　
当
初
の
目
的
は
、
地
域
消
費
が
低

迷
す
る
中
で
、
価
格
競
争
や
近
隣
大

型
店
と
の
競
合
な
ど
厳
し
い
環
境
下

に
あ
っ
た
地
元
商
工
業
の
活
性
化
と
、

町
民
の
町
内
店
で
の
購
買
意
識
の
喚

起
を
目
的
と
し
て
実
施
し
た
。

　
開
始
直
後
は
、
現
在
の
よ
う
な
国

が
創
設
し
た
交
付
金
が
な
く
、
町
・

県
の
支
出
と
な
っ
て
い
た
。

　
令
和
元
年
度
以
降
は
、
国
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
や
物
価
高
騰
対

応
重
点
支
援
地
方
交
付
金
な
ど
の

対
象
事
業
と
な
っ
た
た
め
、
交
付
金

を
活
用
し
実
施
し
た
。

問　
地
域
経
済
へ
の
波
及
効
果
の
検

証
は
。

答   （
産
業
振
興
課
長
）　
令
和
７

年
度
の
実
績
で
は
、
大
型
店
の
換
金

額
が
約
８
千
８
百
万
円
、
大
型
店
以

外
が
約
４
千
２
百
万
円
で
、
利
用
比

率
で
は
、大
型
店
が
68
％
、大
型
店
以

外
が
32
％
。

 

吉
隈
区
内
ご
み
捨
て
場（
旧
処
分

 

場
）の
管
理
に
つ
い
て

問　
施
設
の
歴
史
的
経
緯
と
現
状
は
。

答  （
保
険
環
境
課
長
）　
ご
み
処

理
場
と
し
て
は
、昭
和
45
年
に
穂
波

町
ほ
か
２
カ
町
衛
生
施
設
組
合
が

原
点
で
、現
在
は
平
成
31
年
に
２
市

２
町
で
構
成
さ
れ
た
ふ
く
お
か
県

央
環
境
広
域
施
設
組
合
と
し
て
引

き
継
が
れ
て
い
る
。

　
旧
処
分
場
に
は
、桂
川
町
か
ら
排

出
さ
れ
た
不
燃
ご
み
や
粗
大
ご
み
、

旧
３
町
施
設
組
合
か
ら
排
出
さ
れ

た
焼
却
残
渣
な
ど
が
埋
め
ら
れ
て

い
る
。

問　
ご
み
捨
て
場
跡
地
の
緑
地
化
は
。

答  （
町
長
）　
「
緑
地
化
」
に
つ
い
て

は
色
々
な
考
え
方
が
あ
る
。周
囲
の

状
況
等
を
考
慮
し
、
地
元
の
意
向
を

聞
き
な
が
ら
検
討
・
協
議
を
し
た
い
。

 

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

問　
基
本
的
な
考
え
は
。

答  （
建
設
事
業
課
長
）　
生
活
環
境

の
保
全
を
図
り
、
合
わ
せ
て
空
き
家

等
の
活
用
を
促
進
し
、
空
き
家
等
に

関
す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的

に
推
進
し
、も
っ
て
公
共
の
福
祉
の
増

進
と
地
域
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
。

問　
空
き
家
を
作
ら
な
い
対
策
は
。

答  （
建
設
事
業
課
長
）　
空
き
家
の

管
理
者
に
対
し
管
理
責
任
や
空
き

家
バ
ン
ク
の
利
活
用
の
周
知
が
重
要

と
考
え
る
。

問　
空
き
家
発
生
後
の
対
応
は
。

答  （
建
設
事
業
課
長
）　
適
正
な
管

理
を
し
て
い
な
い
空
き
家
に
つ
い
て

は
、
空
き
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す

る
特
別
措
置
法
に
基
づ
き
指
導
・

勧
告
・
命
令
等
を
行
う
。

 

新
ご
み
処
理
施
設
建
設
に
つ
い
て

問　
空
き
家
バ
ン
ク
の
仕
組
み
は
。

答  （
企
画
財
政
課
長
）　
「
桂
川
町
空

き
家
バ
ン
ク
」に
登
録
し
、
こ
れ
を
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
需
要

者
と
供
給
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う
。

問　
空
き
家
の
利
活
用
は
。

答  （
建
設
事
業
課
長
）　
空
き
家
バ

ン
ク
の
活
用
が
既
存
の
取
り
組
み
だ

が
今
後
、
空
き
家
対
策
協
議
会
委
員

と
も
連
携
し
相
談
体
制
を
充
実
さ

せ
た
い
。

問　
空
き
家
対
策
協
議
会
と
は
。

答  （
建
設
事
業
課
長
）　
空
き
家
対

策
計
画
の
作
成
や
近
隣
に
悪
影
響
を

及
ぼ
す
恐
れ
の
あ
る
空
き
家
の
判
定
、

所
有
者
へ
の
指
導
・
勧
告
等
の
対
応

方
針
を
協
議
す
る
会
。

問　
空
き
家
対
策
協
議
会
の
構
成
と
開

催
日
数
は
。

答  （
建
設
事
業
課
長
）　
副
町
長
、議

員
２
名
、
学
識
経
験
者
３
名（
司
法
書

士
・
行
政
書
士
・
土
地
家
屋
調
査
士
）、

住
民
代
表
１
名
で
計
７
名
。

　
開
催
日
数
は
令
和
６
年
度
２
回
、

令
和
７
年
度
０
回
。

問　
管
理
不
全
空
き
家
数
は
。

答  （
建
設
事
業
課
長
）　
老
朽
空
き

家
は
令
和
５
年
度
調
査
で
は
23
件
。

問　
特
定
空
き
家
数
は
。

答  （
建
設
事
業
課
長
）　
０
件
。

問　
老
朽
空
き
家
解
体
支
援
体
制
は
。

答  （
建
設
事
業
課
長
）　
補
助
金
の

上
限
を
50
万
円
と
し
て
解
体
費
用
の

２
分
の
１
を
支
援
す
る
。

問　
解
体
費
用
の
相
談
受
付
課
は
。

答  

（
建
設
事
業
課
長
）　
建
設
事
業

課
。

問　
空
き
家
対
策
の
啓
発
は
。

答  （
建
設
事
業
課
長
）　
空
き
家
等

の
管
理
責
任
は
第
一
義
的
に
所
有
者

に
あ
る
と
の
法
律
に
基
づ
き
、
所
有

者
が
適
正
管
理
の
責
務
を
果
た
す
意

識
を
高
め
、
問
題
解
消
に
向
け
た
行

動
を
促
す
施
策
を
幅
広
く
周
知
・

啓
発
を
行
う
。

※

文
字
数
制
限
の
た
め
他
は
未
掲
載

 

カ
ス
ハ
ラ
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

問　
３
月
議
会
に
お
い
て
提
案
し
た

が
、
反
対
意
見
と
し
て「
議
員
が
条
例

を
提
案
し
て
は
い
け
な
い
」
と
の
こ
と

だ
っ
た
が
。

答  （
総
務
課
長
）　
地
方
自
治
法
に

は
、
議
員
は
議
会
の
議
決
す
べ
き
事

案
に
つ
き
、
議
会
に
議
案
を
提
出
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。

 

認
定
こ
ど
も
園
建
設
と
道
路
問
題

 

に
つ
い
て

問　
土
居
１
区
の
住
民
説
明
会
等
は
。

答  （
子
育
て
支
援
課
長
）　
あ
る
程
度

建
物
の
設
計
等
が
決
ま
っ
た
ら
、だ
れ
で

も
参
加
で
き
る
よ
う
な
説
明
会
を
開
催

し
た
い
。

問　
園
舎
が
開
園
し
た
後
の
道
路
状

況
を
心
配
し
て
い
る
が
。

答  （
子
育
て
支
援
課
長
）
現
時
点
で

は
心
配
な
い
。

問　
役
場
職
員
の
駐
車
場
が
、
桂
寿

苑
横
の
場
所
に
な
る
こ
と
は
な
い
か
。

答  （
町
長
）　
考
え
て
い
な
い
。

 

ご
み
処
理
施
設
建
設
に
つ
い
て

問　
昨
年
ま
で
の
計
画
の
破
棄
に
伴

う
業
者
へ
の
違
約
金
等
は
。

答  （
保
険
環
境
課
長
）　
県
央
の
事

務
に
な
る
の
で
把
握
し
て
い
な
い
。

問　
住
民
説
明
会
の
必
要
性
は
。

答  （
保
険
環
境
課
長
）　
必
要
性
は

認
識
し
て
い
る
が
未
定
。

 

学
校
の
在
り
方
検
討
会
議
に
つ
い
て

問　
事
務
局
を
企
画
財
政
課
と
し

た
理
由
は
。

答  （
町
長
）　
ま
ち
づ
く
り
全
体
の

柱
と
し
て
学
校
の
あ
り
方
を
ど
の
よ

う
に
位
置
づ
け
て
い
く
か
。ま
た
、
住

民
の
理
解
を
ど
の
よ
う
に
求
め
て
い

く
か
等
々
の
観
点
か
ら
。

問　
今
後
、事
務
局
を
教
育
委
員
会

部
局
へ
変
更
す
る
こ
と
は
。

答  （
町
長
）　
具
体
的
な
建
設
計
画
を

進
め
る
こ
と
に
な
れ
ば
、教
育
委
員
会
が

事
務
局
を
担
う
こ
と
に
な
る
。

 

災
害
用
井
戸
・
湧
水
に
つ
い
て

問　
能
登
半
島
地
震
で
は
、
井
戸
水

等
を
生
活
用
水
に
代
用
し
た
と
聞
い

て
い
る
が
。

答  （
総
務
課
長
）上
水
道
の
早
期
復

旧
を
第
一
に
、
原
則
拠
点
給
水
を
行

い
、
場
合
に
よ
っ
て
は
搬
送
給
水
も

行
い
た
い
。

問　
土
師
１
区
に
あ
る
鳥
平
水
源
の

活
用
は
。

答  （
水
道
課
長
）　
鳥
平
水
源
地
周

辺
の
地
域
は
井
戸
水
を
使
用
し
て
お

り
、
水
量
・
水
質
的
な
問
題
や
道
幅

が
狭
く
道
路
整
備
等
の
課
題
等
が

あ
る
。

　
活
用
す
る
と
な
る
と
地
元
農
家
、

住
民
と
の
十
分
な
協
議
が
必
要
。

※

文
字
数
制
限
の
た
め
「
人
事
行
政

の
運
営
等
の
状
況
の
公
表
に
関
す
る

条
例
や
規
則
等
に
つ
い
て
」は
未
掲
載

 

紙
お
む
つ
の
サ
ブ
ス
ク
導
入
に
つ
い
て

問　
飯
塚
市
の
公
立
保
育
所
等
で
、

紙
お
む
つ
と
お
尻
ふ
き
を
定
額
で
自

由
に
利
用
で
き
る
「
サ
ブ
ス
ク
制
」
を

本
年
度
か
ら
導
入
し
て
い
る
。

　
桂
川
町
の
状
況
は
。

答  （
子
育
て
支
援
課
長
）　
町
内
４

園
の
う
ち
私
立
１
園
が
導
入
。

問　
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

答  （
子
育
て
支
援
課
長
）
メ
リ
ッ
ト

は
、
保
護
者
が
お
む
つ
を
持
参
す
る

負
担
軽
減
、
お
む
つ
へ
の
記
名
作
業

の
軽
減
、
保
育
士
の
お
む
つ
管
理
・

確
認
等
の
事
務
負
担
軽
減
な
ど
。

　
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
定
額
利
用
料
が

発
生
す
る
の
で
使
用
枚
数
が
少
な
い

園
児
は
割
高
に
な
る
場
合
が
あ
る
こ

と
、
指
定
さ
れ
た
お
む
つ
の
種
類
に

よ
っ
て
は
園
児
の
肌
に
合
わ
な
い
こ

と
も
あ
る
な
ど
。

問　
飯
塚
市
の
状
況
も
調
べ
て
、
検

討
を
進
め
て
ほ
し
い
。紙
お
む
つ
の
サ

ブ
ス
ク
に
助
成
金
を
出
し
て
い
る
自

治
体
も
あ
る
。あ
わ
せ
て
、
検
討
し
て

ほ
し
い
。

　
使
用
済
み
紙
お
む
つ
の
処
理
は
。

答  （
子
育
て
支
援
課
長
）　
各
園
、可

燃
ご
み
と
し
て
廃
棄
。

 

一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
に

 

つ
い
て

問　
保
育
所
等
か
ら
使
用
済
み
紙
お

む
つ
が
ご
み
と
し
て
出
さ
れ
て
い
る

が
、
高
齢
者
施
設
等
か
ら
も
出
て
く

る
。
　
環
境
省
の
資
料
に
よ
る
と
、
大
人

用
紙
お
む
つ
の
消
費
量
は
年
々
増
加

し
て
お
り
、一
般
廃
棄
物
に
占
め
る
割

合
は
、
2
0
3
0
年
度
頃
に
は
７
％

程
度
に
な
る
見
込
み
。

　
一
方
で
、
紙
お
む
つ
は
素
材
と
し
て

は
上
質
パ
ル
プ
等
を
使
っ
て
い
て
、
再

生
利
用
に
よ
り
パ
ル
プ
等
の
有
効
利

用
が
可
能
。大
木
町
で
は
実
際
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　
さ
ら
に
、
分
別
・
再
生
利
用
等
を

促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、一
般
廃
棄
物

の
焼
却
処
理
量
が
減
少
し
、
ご
み
焼

却
場
の
規
模
も
小
さ
く
て
す
む
。

　
紙
お
む
つ
の
回
収
を
行
っ
て
は
。

答  （
保
険
環
境
課
長
）　
現
在
、
検

討
し
て
い
る
。そ
の
た
め
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

意
見　
大
型
ご
み
焼
き
場
の
建
設
計

画
の
見
直
し
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
一

度
つ
く
っ
て
し
ま
え
ば
、20
〜
30
年
は

使
い
続
け
る
こ
と
に
な
る
。

　
何
度
も
言
っ
て
い
る
が
、資
源
再
生

セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
位
置
づ
け
が
必

要
。そ
し
て
、
何
よ
り
も
、
住
民
か
ら

意
見
を
聞
く
こ
と
が
大
切
。

※

文
字
数
制
限
の
た
め
「
桂
川
町
の

落
札
率
の
高
さ
」等
は
未
掲
載

 

桂
川
駅
整
備
後
５
年
の
効
果
検
証

 

に
つ
い
て

問　
利
用
状
況
の
変
化
は
。

答  （
建
設
事
業
課
長
）　
駅
南
側
の

利
用
が
増
え
て
い
る
。

問　
駅
周
辺
に
お
け
る
住
宅
建
築
、

人
口
動
態
等
に
変
化
は
。

答  （
町
長
）　
駅
周
辺
の
変
化
は
大

き
な
も
の
が
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
が
、

全
体
と
し
て
町
の
活
性
化
に
与
え
た

影
響
、つ
ま
り
町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

に
よ
る
店
舗
の
進
出
や
住
宅
の
建
築

な
ど
、
効
果
が
大
き
い
と
判
断
し
て

い
る
。

問　
地
域
経
済
へ
の
波
及
効
果
に
つ

い
て
。

答  （
町
長
）　
駅
周
辺
の
住
宅
の
建

設
に
つ
い
て
は
、
令
和
２
年
か
ら
の

５
年
間
で
69
戸
の
家
が
新
築
さ
れ
て

い
る
。豆
田
区
及
び
第
一
豆
田
区
の

人
口
は
67
人
の
増
加
、
経
済
セ
ン
サ

ス
の
結
果
と
し
て
、
10
年
前
と
５
年

前
を
比
較
す
る
と
、
従
事
者
数
は
82

人
増
加
し
、
新
た
に
生
み
出
さ
れ
た

付
加
価
値
額
は
約
30
億
円
増
え
て
い

る
。

※
付
加
価
値
額
＝
売
上
（
収
入
）
金

額
―
必
要
経
費
（
費
用
総
額
＋
給
与

総
額
＋
租
税
公
課
）で
算
出
さ
れ
る
。

問　
現
時
点
で
課
題
が
あ
る
と
す
れ

ば
何
か
、ま
た
今
後
、駅
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て

い
く
の
か
。

答  （
町
長
）　
都
市
計
画
の
整
備
、土

地
利
用
の
立
地
適
正
化
計
画
の
策
定

な
ど
の
課
題
が
あ
る
。

　
時
間
は
か
か
る
が
将
来
を
見
据
え

て
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
。

 

若
手
の
議
員
な
り
手
不
足
に
つ
い
て

問　
若
手
の
地
方
議
員
の
「
な
り
手

不
足
」は
、町
村
議
会
で
は
、議
員
報

酬
だ
け
で
生
活
で
き
な
い
ケ
ー
ス
が

多
く
、若
い
世
代
ほ
ど「
家
族
を
養
え

な
い
」等
と
い
う
現
実
が
あ
る
。

　
報
酬
審
議
会
は
誰
が
招
集
し
、
ど

の
よ
う
な
時
に
開
催
さ
れ
る
の
か
。

答  （
総
務
課
長
）　
７
名
の
委
員
の

互
選
に
よ
り
選
ば
れ
た
会
長
が
招
集

す
る
。

　
町
長
は
、
報
酬
審
議
会
に
諮
問
し
、

答
申
を
受
け
て
か
ら
議
会
に
条
例
案

を
提
出
す
る
。報
酬
の
見
直
し
を
行
う

際
に
は
、町
長
の
諮
問
と
い
う
形
で
、必

要
に
応
じ
て
開
催
す
る
。

 

農
業
委
員
会
に
つ
い
て

問　
農
業
振
興
地
域
除
外
に
つ
い
て

は
、
最
近
ほ
と
ん
ど
除
外
申
請
が
出

て
い
な
い
よ
う
だ
が
。

答  （
産
業
振
興
課
長
）　
農
業
振
興

地
域
と
は
、今
後
長
期
に
わ
た
り
総
合

的
に
農
業
を
守
り
育
て
て
い
く
地
域

の
こ
と
で
、
通
称「
青
地
」と
呼
ば
れ
て

い
る
。

　
原
則
と
し
て
、
農
地
以
外
へ
の
転
用

が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
が
、
代
替
地
が

な
い
場
合
な
ど
や
む
を
得
な
い
状
況

に
限
り
農
業
振
興
地
域
か
ら
の
除
外

が
認
め
ら
れ
、手
続
き
に
は
、通
常
半

年
か
ら
１
年
ほ
ど
の
期
間
を
要
す
る
。

　
従
っ
て
、
除
外
申
請
は
毎
年
数
件

程
度
で
、申
請
が
多
い
状
況
で
は
な
い
。

　
し
か
し
、農
業
振
興
地
域
で
は
な
い

農
地
、い
わ
ゆ
る
白
地
と
呼
ば
れ
る
農

地
で
は
多
く
の
転
用
申
請
が
あ
っ
て

お
り
、住
宅
地
な
ど
へ
開
発
が
進
ん
で

い
る
。

 

町
長
・
町
議
選
に
つ
い
て

問　
今
年
10
月
25
日
に
町
長
・
町
議

選
が
行
わ
れ
る
予
定
だ
が
、町
長
の
考

え
は
。

答  

（
町
長
）　
私
自
身
の
対
応
に
つ

い
て
は
ま
だ
決
め
て
い
な
い
。
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竹
本
慶
吉
議
員

◯
６
月
定
例
会
の
様
子
は

　

桂
川
町
H
P『
議
会
』で
、

　

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

◯
９
月
定
例
会
予
定

  　
９
月
２
日
〜
９
月
18
日

  （
一
般
質
問
は
９
月
17
・
18
日
）

つ
ぶ
や
き

　
3
才
の
孫
あ
っ
く
ん
が
1
才
半

の
頃
、
髪
の
毛
が
ぐ
っ
し
ょ
り
に

な
る
程
の
大
汗
か
き
で
し
た
。
そ

こ
で
坊
主
に
す
る
た
め
、
パ
パ
が
バ

リ
カ
ン
を
買
っ
て
き
て
頭
の
中
央
か

ら
刈
り
は
じ
め
ま
し
た
。

　
し
か
し
目
盛
り
を
間
違
え
て

『
1
番
う
す
い
』
状
態
で
す
。
途
中

で
変
え
る
わ
け
に
も
い
か
ず
、
そ
の

ま
ま
刈
り
上
げ
ま
し
た
。
見
事
に

ピ
ッ
カ
ピ
カ
で
す
。
そ
れ
を
見
た
お

姉
ち
ゃ
ん
が
泣
き
出
し
ま
し
た
。
鏡

を
見
た
あ
っ
く
ん
も
大
泣
き
で
す
。

　
そ
こ
で
マ
マ
が
「
あ
っ
く
ん
ア
ン

パ
ン
マ
ン
に
そ
っ
く
り
、
ア
ン
パ
ン

マ
ン
に
な
っ
た
」
と
言
っ
た
と
こ
ろ

一
発
で
泣
き
や
み
、「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
、

ア
ン
パ
ン
マ
ン
、ア
ン
パ
ン
マ
ン・・・
」

と
連
呼
し
な
が
ら
満
面
の
笑
み
で
、

両
手
を
突
き
上
げ
て
部
屋
中
を
走

り
回
っ
た
そ
う
で
す
。

　
『
ア
ン
パ
ン
マ
ン
恐
る
べし
』

　
ち
な
み
に
私
の
末
娘
が
３
才
の

頃
、
あ
せ
も
の
背
中
を
か
い
て
や
っ

て
い
た
時
「
お
父
さ
ん
そ
こ
じ
ゃ

な
い
、
か
ゆ
い
所
を
か
い
て
！
」
と

私
を
困
ら
せ
ま
し
た
。
そ
の
子
が
、

あ
っ
く
ん
の
マ
マ
で
す
。　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

  

林　
英 

明

 

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券

 「
よ
か
ー
け
ん
」に
つ
い
て

問　
本
事
業
の
開
始
年
度
と
当
初
の

目
的
は
。

答   （
産
業
振
興
課
長
）　
開
始
年

度
は
平
成
21
年
度
。

　
当
初
の
目
的
は
、
地
域
消
費
が
低

迷
す
る
中
で
、
価
格
競
争
や
近
隣
大

型
店
と
の
競
合
な
ど
厳
し
い
環
境
下

に
あ
っ
た
地
元
商
工
業
の
活
性
化
と
、

町
民
の
町
内
店
で
の
購
買
意
識
の
喚

起
を
目
的
と
し
て
実
施
し
た
。

　
開
始
直
後
は
、
現
在
の
よ
う
な
国

が
創
設
し
た
交
付
金
が
な
く
、
町
・

県
の
支
出
と
な
っ
て
い
た
。

　
令
和
元
年
度
以
降
は
、
国
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
や
物
価
高
騰
対

応
重
点
支
援
地
方
交
付
金
な
ど
の

対
象
事
業
と
な
っ
た
た
め
、
交
付
金

を
活
用
し
実
施
し
た
。

問　
地
域
経
済
へ
の
波
及
効
果
の
検

証
は
。

答   （
産
業
振
興
課
長
）　
令
和
７

年
度
の
実
績
で
は
、
大
型
店
の
換
金

額
が
約
８
千
８
百
万
円
、
大
型
店
以

外
が
約
４
千
２
百
万
円
で
、
利
用
比

率
で
は
、大
型
店
が
68
％
、大
型
店
以

外
が
32
％
。

 

吉
隈
区
内
ご
み
捨
て
場（
旧
処
分

 

場
）の
管
理
に
つ
い
て

問　
施
設
の
歴
史
的
経
緯
と
現
状
は
。

答  （
保
険
環
境
課
長
）　
ご
み
処

理
場
と
し
て
は
、昭
和
45
年
に
穂
波

町
ほ
か
２
カ
町
衛
生
施
設
組
合
が

原
点
で
、現
在
は
平
成
31
年
に
２
市

２
町
で
構
成
さ
れ
た
ふ
く
お
か
県

央
環
境
広
域
施
設
組
合
と
し
て
引

き
継
が
れ
て
い
る
。

　
旧
処
分
場
に
は
、桂
川
町
か
ら
排

出
さ
れ
た
不
燃
ご
み
や
粗
大
ご
み
、

旧
３
町
施
設
組
合
か
ら
排
出
さ
れ

た
焼
却
残
渣
な
ど
が
埋
め
ら
れ
て

い
る
。

問　
ご
み
捨
て
場
跡
地
の
緑
地
化
は
。

答  （
町
長
）　
「
緑
地
化
」
に
つ
い
て

は
色
々
な
考
え
方
が
あ
る
。周
囲
の

状
況
等
を
考
慮
し
、
地
元
の
意
向
を

聞
き
な
が
ら
検
討
・
協
議
を
し
た
い
。

 

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

問　
基
本
的
な
考
え
は
。

答  （
建
設
事
業
課
長
）　
生
活
環
境

の
保
全
を
図
り
、
合
わ
せ
て
空
き
家

等
の
活
用
を
促
進
し
、
空
き
家
等
に

関
す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的

に
推
進
し
、も
っ
て
公
共
の
福
祉
の
増

進
と
地
域
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
。

問　
空
き
家
を
作
ら
な
い
対
策
は
。

答  （
建
設
事
業
課
長
）　
空
き
家
の

管
理
者
に
対
し
管
理
責
任
や
空
き

家
バ
ン
ク
の
利
活
用
の
周
知
が
重
要

と
考
え
る
。

問　
空
き
家
発
生
後
の
対
応
は
。

答  （
建
設
事
業
課
長
）　
適
正
な
管

理
を
し
て
い
な
い
空
き
家
に
つ
い
て

は
、
空
き
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す

る
特
別
措
置
法
に
基
づ
き
指
導
・

勧
告
・
命
令
等
を
行
う
。

 

新
ご
み
処
理
施
設
建
設
に
つ
い
て

問　
空
き
家
バ
ン
ク
の
仕
組
み
は
。

答  （
企
画
財
政
課
長
）　
「
桂
川
町
空

き
家
バ
ン
ク
」に
登
録
し
、
こ
れ
を
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
需
要

者
と
供
給
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う
。

問　
空
き
家
の
利
活
用
は
。

答  （
建
設
事
業
課
長
）　
空
き
家
バ

ン
ク
の
活
用
が
既
存
の
取
り
組
み
だ

が
今
後
、
空
き
家
対
策
協
議
会
委
員

と
も
連
携
し
相
談
体
制
を
充
実
さ

せ
た
い
。

問　
空
き
家
対
策
協
議
会
と
は
。

答  （
建
設
事
業
課
長
）　
空
き
家
対

策
計
画
の
作
成
や
近
隣
に
悪
影
響
を

及
ぼ
す
恐
れ
の
あ
る
空
き
家
の
判
定
、

所
有
者
へ
の
指
導
・
勧
告
等
の
対
応

方
針
を
協
議
す
る
会
。

問　
空
き
家
対
策
協
議
会
の
構
成
と
開

催
日
数
は
。

答  （
建
設
事
業
課
長
）　
副
町
長
、議

員
２
名
、
学
識
経
験
者
３
名（
司
法
書

士
・
行
政
書
士
・
土
地
家
屋
調
査
士
）、

住
民
代
表
１
名
で
計
７
名
。

　
開
催
日
数
は
令
和
６
年
度
２
回
、

令
和
７
年
度
０
回
。

問　
管
理
不
全
空
き
家
数
は
。

答  （
建
設
事
業
課
長
）　
老
朽
空
き

家
は
令
和
５
年
度
調
査
で
は
23
件
。

問　
特
定
空
き
家
数
は
。

答  （
建
設
事
業
課
長
）　
０
件
。

問　
老
朽
空
き
家
解
体
支
援
体
制
は
。

答  （
建
設
事
業
課
長
）　
補
助
金
の

上
限
を
50
万
円
と
し
て
解
体
費
用
の

２
分
の
１
を
支
援
す
る
。

問　
解
体
費
用
の
相
談
受
付
課
は
。

答  

（
建
設
事
業
課
長
）　
建
設
事
業

課
。

問　
空
き
家
対
策
の
啓
発
は
。

答  （
建
設
事
業
課
長
）　
空
き
家
等

の
管
理
責
任
は
第
一
義
的
に
所
有
者

に
あ
る
と
の
法
律
に
基
づ
き
、
所
有

者
が
適
正
管
理
の
責
務
を
果
た
す
意

識
を
高
め
、
問
題
解
消
に
向
け
た
行

動
を
促
す
施
策
を
幅
広
く
周
知
・

啓
発
を
行
う
。

※

文
字
数
制
限
の
た
め
他
は
未
掲
載

 

カ
ス
ハ
ラ
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

問　
３
月
議
会
に
お
い
て
提
案
し
た

が
、
反
対
意
見
と
し
て「
議
員
が
条
例

を
提
案
し
て
は
い
け
な
い
」
と
の
こ
と

だ
っ
た
が
。

答  （
総
務
課
長
）　
地
方
自
治
法
に

は
、
議
員
は
議
会
の
議
決
す
べ
き
事

案
に
つ
き
、
議
会
に
議
案
を
提
出
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。

 

認
定
こ
ど
も
園
建
設
と
道
路
問
題

 

に
つ
い
て

問　
土
居
１
区
の
住
民
説
明
会
等
は
。

答  （
子
育
て
支
援
課
長
）　
あ
る
程
度

建
物
の
設
計
等
が
決
ま
っ
た
ら
、だ
れ
で

も
参
加
で
き
る
よ
う
な
説
明
会
を
開
催

し
た
い
。

問　
園
舎
が
開
園
し
た
後
の
道
路
状

況
を
心
配
し
て
い
る
が
。

答  （
子
育
て
支
援
課
長
）
現
時
点
で

は
心
配
な
い
。

問　
役
場
職
員
の
駐
車
場
が
、
桂
寿

苑
横
の
場
所
に
な
る
こ
と
は
な
い
か
。

答  （
町
長
）　
考
え
て
い
な
い
。

 

ご
み
処
理
施
設
建
設
に
つ
い
て

問　
昨
年
ま
で
の
計
画
の
破
棄
に
伴

う
業
者
へ
の
違
約
金
等
は
。

答  （
保
険
環
境
課
長
）　
県
央
の
事

務
に
な
る
の
で
把
握
し
て
い
な
い
。

問　
住
民
説
明
会
の
必
要
性
は
。

答  （
保
険
環
境
課
長
）　
必
要
性
は

認
識
し
て
い
る
が
未
定
。

 

学
校
の
在
り
方
検
討
会
議
に
つ
い
て

問　
事
務
局
を
企
画
財
政
課
と
し

た
理
由
は
。

答  （
町
長
）　
ま
ち
づ
く
り
全
体
の

柱
と
し
て
学
校
の
あ
り
方
を
ど
の
よ

う
に
位
置
づ
け
て
い
く
か
。ま
た
、
住

民
の
理
解
を
ど
の
よ
う
に
求
め
て
い

く
か
等
々
の
観
点
か
ら
。

問　
今
後
、事
務
局
を
教
育
委
員
会

部
局
へ
変
更
す
る
こ
と
は
。

答  （
町
長
）　
具
体
的
な
建
設
計
画
を

進
め
る
こ
と
に
な
れ
ば
、教
育
委
員
会
が

事
務
局
を
担
う
こ
と
に
な
る
。

 

災
害
用
井
戸
・
湧
水
に
つ
い
て

問　
能
登
半
島
地
震
で
は
、
井
戸
水

等
を
生
活
用
水
に
代
用
し
た
と
聞
い

て
い
る
が
。

答  （
総
務
課
長
）上
水
道
の
早
期
復

旧
を
第
一
に
、
原
則
拠
点
給
水
を
行

い
、
場
合
に
よ
っ
て
は
搬
送
給
水
も

行
い
た
い
。

問　
土
師
１
区
に
あ
る
鳥
平
水
源
の

活
用
は
。

答  （
水
道
課
長
）　
鳥
平
水
源
地
周

辺
の
地
域
は
井
戸
水
を
使
用
し
て
お

り
、
水
量
・
水
質
的
な
問
題
や
道
幅

が
狭
く
道
路
整
備
等
の
課
題
等
が

あ
る
。

　
活
用
す
る
と
な
る
と
地
元
農
家
、

住
民
と
の
十
分
な
協
議
が
必
要
。

※

文
字
数
制
限
の
た
め
「
人
事
行
政

の
運
営
等
の
状
況
の
公
表
に
関
す
る

条
例
や
規
則
等
に
つ
い
て
」は
未
掲
載

 

紙
お
む
つ
の
サ
ブ
ス
ク
導
入
に
つ
い
て

問　
飯
塚
市
の
公
立
保
育
所
等
で
、

紙
お
む
つ
と
お
尻
ふ
き
を
定
額
で
自

由
に
利
用
で
き
る
「
サ
ブ
ス
ク
制
」
を

本
年
度
か
ら
導
入
し
て
い
る
。

　
桂
川
町
の
状
況
は
。

答  （
子
育
て
支
援
課
長
）　
町
内
４

園
の
う
ち
私
立
１
園
が
導
入
。

問　
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

答  （
子
育
て
支
援
課
長
）
メ
リ
ッ
ト

は
、
保
護
者
が
お
む
つ
を
持
参
す
る

負
担
軽
減
、
お
む
つ
へ
の
記
名
作
業

の
軽
減
、
保
育
士
の
お
む
つ
管
理
・

確
認
等
の
事
務
負
担
軽
減
な
ど
。

　
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
定
額
利
用
料
が

発
生
す
る
の
で
使
用
枚
数
が
少
な
い

園
児
は
割
高
に
な
る
場
合
が
あ
る
こ

と
、
指
定
さ
れ
た
お
む
つ
の
種
類
に

よ
っ
て
は
園
児
の
肌
に
合
わ
な
い
こ

と
も
あ
る
な
ど
。

問　
飯
塚
市
の
状
況
も
調
べ
て
、
検

討
を
進
め
て
ほ
し
い
。紙
お
む
つ
の
サ

ブ
ス
ク
に
助
成
金
を
出
し
て
い
る
自

治
体
も
あ
る
。あ
わ
せ
て
、
検
討
し
て

ほ
し
い
。

　
使
用
済
み
紙
お
む
つ
の
処
理
は
。

答  （
子
育
て
支
援
課
長
）　
各
園
、可

燃
ご
み
と
し
て
廃
棄
。

 

一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
に

 

つ
い
て

問　
保
育
所
等
か
ら
使
用
済
み
紙
お

む
つ
が
ご
み
と
し
て
出
さ
れ
て
い
る

が
、
高
齢
者
施
設
等
か
ら
も
出
て
く

る
。
　
環
境
省
の
資
料
に
よ
る
と
、
大
人

用
紙
お
む
つ
の
消
費
量
は
年
々
増
加

し
て
お
り
、一
般
廃
棄
物
に
占
め
る
割

合
は
、
2
0
3
0
年
度
頃
に
は
７
％

程
度
に
な
る
見
込
み
。

　
一
方
で
、
紙
お
む
つ
は
素
材
と
し
て

は
上
質
パ
ル
プ
等
を
使
っ
て
い
て
、
再

生
利
用
に
よ
り
パ
ル
プ
等
の
有
効
利

用
が
可
能
。大
木
町
で
は
実
際
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　
さ
ら
に
、
分
別
・
再
生
利
用
等
を

促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、一
般
廃
棄
物

の
焼
却
処
理
量
が
減
少
し
、
ご
み
焼

却
場
の
規
模
も
小
さ
く
て
す
む
。

　
紙
お
む
つ
の
回
収
を
行
っ
て
は
。

答  （
保
険
環
境
課
長
）　
現
在
、
検

討
し
て
い
る
。そ
の
た
め
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

意
見　
大
型
ご
み
焼
き
場
の
建
設
計

画
の
見
直
し
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
一

度
つ
く
っ
て
し
ま
え
ば
、20
〜
30
年
は

使
い
続
け
る
こ
と
に
な
る
。

　
何
度
も
言
っ
て
い
る
が
、資
源
再
生

セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
位
置
づ
け
が
必

要
。そ
し
て
、
何
よ
り
も
、
住
民
か
ら

意
見
を
聞
く
こ
と
が
大
切
。

※

文
字
数
制
限
の
た
め
「
桂
川
町
の

落
札
率
の
高
さ
」等
は
未
掲
載

 

桂
川
駅
整
備
後
５
年
の
効
果
検
証

 

に
つ
い
て

問　
利
用
状
況
の
変
化
は
。

答  （
建
設
事
業
課
長
）　
駅
南
側
の

利
用
が
増
え
て
い
る
。

問　
駅
周
辺
に
お
け
る
住
宅
建
築
、

人
口
動
態
等
に
変
化
は
。

答  （
町
長
）　
駅
周
辺
の
変
化
は
大

き
な
も
の
が
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
が
、

全
体
と
し
て
町
の
活
性
化
に
与
え
た

影
響
、つ
ま
り
町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

に
よ
る
店
舗
の
進
出
や
住
宅
の
建
築

な
ど
、
効
果
が
大
き
い
と
判
断
し
て

い
る
。

問　
地
域
経
済
へ
の
波
及
効
果
に
つ

い
て
。

答  （
町
長
）　
駅
周
辺
の
住
宅
の
建

設
に
つ
い
て
は
、
令
和
２
年
か
ら
の

５
年
間
で
69
戸
の
家
が
新
築
さ
れ
て

い
る
。豆
田
区
及
び
第
一
豆
田
区
の

人
口
は
67
人
の
増
加
、
経
済
セ
ン
サ

ス
の
結
果
と
し
て
、
10
年
前
と
５
年

前
を
比
較
す
る
と
、
従
事
者
数
は
82

人
増
加
し
、
新
た
に
生
み
出
さ
れ
た

付
加
価
値
額
は
約
30
億
円
増
え
て
い

る
。

※
付
加
価
値
額
＝
売
上
（
収
入
）
金

額
―
必
要
経
費
（
費
用
総
額
＋
給
与

総
額
＋
租
税
公
課
）で
算
出
さ
れ
る
。

問　
現
時
点
で
課
題
が
あ
る
と
す
れ

ば
何
か
、ま
た
今
後
、駅
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て

い
く
の
か
。

答  （
町
長
）　
都
市
計
画
の
整
備
、土

地
利
用
の
立
地
適
正
化
計
画
の
策
定

な
ど
の
課
題
が
あ
る
。

　
時
間
は
か
か
る
が
将
来
を
見
据
え

て
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
。

 

若
手
の
議
員
な
り
手
不
足
に
つ
い
て

問　
若
手
の
地
方
議
員
の
「
な
り
手

不
足
」は
、町
村
議
会
で
は
、議
員
報

酬
だ
け
で
生
活
で
き
な
い
ケ
ー
ス
が

多
く
、若
い
世
代
ほ
ど「
家
族
を
養
え

な
い
」等
と
い
う
現
実
が
あ
る
。

　
報
酬
審
議
会
は
誰
が
招
集
し
、
ど

の
よ
う
な
時
に
開
催
さ
れ
る
の
か
。

答  （
総
務
課
長
）　
７
名
の
委
員
の

互
選
に
よ
り
選
ば
れ
た
会
長
が
招
集

す
る
。

　
町
長
は
、
報
酬
審
議
会
に
諮
問
し
、

答
申
を
受
け
て
か
ら
議
会
に
条
例
案

を
提
出
す
る
。報
酬
の
見
直
し
を
行
う

際
に
は
、町
長
の
諮
問
と
い
う
形
で
、必

要
に
応
じ
て
開
催
す
る
。

 

農
業
委
員
会
に
つ
い
て

問　
農
業
振
興
地
域
除
外
に
つ
い
て

は
、
最
近
ほ
と
ん
ど
除
外
申
請
が
出

て
い
な
い
よ
う
だ
が
。

答  （
産
業
振
興
課
長
）　
農
業
振
興

地
域
と
は
、今
後
長
期
に
わ
た
り
総
合

的
に
農
業
を
守
り
育
て
て
い
く
地
域

の
こ
と
で
、
通
称「
青
地
」と
呼
ば
れ
て

い
る
。

　
原
則
と
し
て
、
農
地
以
外
へ
の
転
用

が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
が
、
代
替
地
が

な
い
場
合
な
ど
や
む
を
得
な
い
状
況

に
限
り
農
業
振
興
地
域
か
ら
の
除
外

が
認
め
ら
れ
、手
続
き
に
は
、通
常
半

年
か
ら
１
年
ほ
ど
の
期
間
を
要
す
る
。

　
従
っ
て
、
除
外
申
請
は
毎
年
数
件

程
度
で
、申
請
が
多
い
状
況
で
は
な
い
。

　
し
か
し
、農
業
振
興
地
域
で
は
な
い

農
地
、い
わ
ゆ
る
白
地
と
呼
ば
れ
る
農

地
で
は
多
く
の
転
用
申
請
が
あ
っ
て

お
り
、住
宅
地
な
ど
へ
開
発
が
進
ん
で

い
る
。

 

町
長
・
町
議
選
に
つ
い
て

問　
今
年
10
月
25
日
に
町
長
・
町
議

選
が
行
わ
れ
る
予
定
だ
が
、町
長
の
考

え
は
。

答  

（
町
長
）　
私
自
身
の
対
応
に
つ

い
て
は
ま
だ
決
め
て
い
な
い
。

- 5 -
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プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券

 「
よ
か
ー
け
ん
」に
つ
い
て

問　
本
事
業
の
開
始
年
度
と
当
初
の

目
的
は
。

答   （
産
業
振
興
課
長
）　
開
始
年

度
は
平
成
21
年
度
。

　
当
初
の
目
的
は
、
地
域
消
費
が
低

迷
す
る
中
で
、
価
格
競
争
や
近
隣
大

型
店
と
の
競
合
な
ど
厳
し
い
環
境
下

に
あ
っ
た
地
元
商
工
業
の
活
性
化
と
、

町
民
の
町
内
店
で
の
購
買
意
識
の
喚

起
を
目
的
と
し
て
実
施
し
た
。

　
開
始
直
後
は
、
現
在
の
よ
う
な
国

が
創
設
し
た
交
付
金
が
な
く
、
町
・

県
の
支
出
と
な
っ
て
い
た
。

　
令
和
元
年
度
以
降
は
、
国
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
や
物
価
高
騰
対

応
重
点
支
援
地
方
交
付
金
な
ど
の

対
象
事
業
と
な
っ
た
た
め
、
交
付
金

を
活
用
し
実
施
し
た
。

問　
地
域
経
済
へ
の
波
及
効
果
の
検

証
は
。

答   （
産
業
振
興
課
長
）　
令
和
７

年
度
の
実
績
で
は
、
大
型
店
の
換
金

額
が
約
８
千
８
百
万
円
、
大
型
店
以

外
が
約
４
千
２
百
万
円
で
、
利
用
比

率
で
は
、大
型
店
が
68
％
、大
型
店
以

外
が
32
％
。

 

吉
隈
区
内
ご
み
捨
て
場（
旧
処
分

 

場
）の
管
理
に
つ
い
て

問　
施
設
の
歴
史
的
経
緯
と
現
状
は
。

答  （
保
険
環
境
課
長
）　
ご
み
処

理
場
と
し
て
は
、昭
和
45
年
に
穂
波

町
ほ
か
２
カ
町
衛
生
施
設
組
合
が

原
点
で
、現
在
は
平
成
31
年
に
２
市

２
町
で
構
成
さ
れ
た
ふ
く
お
か
県

央
環
境
広
域
施
設
組
合
と
し
て
引

き
継
が
れ
て
い
る
。

　
旧
処
分
場
に
は
、桂
川
町
か
ら
排

出
さ
れ
た
不
燃
ご
み
や
粗
大
ご
み
、

旧
３
町
施
設
組
合
か
ら
排
出
さ
れ

た
焼
却
残
渣
な
ど
が
埋
め
ら
れ
て

い
る
。

問　
ご
み
捨
て
場
跡
地
の
緑
地
化
は
。

答  （
町
長
）　
「
緑
地
化
」
に
つ
い
て

は
色
々
な
考
え
方
が
あ
る
。周
囲
の

状
況
等
を
考
慮
し
、
地
元
の
意
向
を

聞
き
な
が
ら
検
討
・
協
議
を
し
た
い
。

 

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

問　
基
本
的
な
考
え
は
。

答  （
建
設
事
業
課
長
）　
生
活
環
境

の
保
全
を
図
り
、
合
わ
せ
て
空
き
家

等
の
活
用
を
促
進
し
、
空
き
家
等
に

関
す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的

に
推
進
し
、も
っ
て
公
共
の
福
祉
の
増

進
と
地
域
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
。

問　
空
き
家
を
作
ら
な
い
対
策
は
。

答  （
建
設
事
業
課
長
）　
空
き
家
の

管
理
者
に
対
し
管
理
責
任
や
空
き

家
バ
ン
ク
の
利
活
用
の
周
知
が
重
要

と
考
え
る
。

問　
空
き
家
発
生
後
の
対
応
は
。

答  （
建
設
事
業
課
長
）　
適
正
な
管

理
を
し
て
い
な
い
空
き
家
に
つ
い
て

は
、
空
き
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す

る
特
別
措
置
法
に
基
づ
き
指
導
・

勧
告
・
命
令
等
を
行
う
。

 

新
ご
み
処
理
施
設
建
設
に
つ
い
て

問　
空
き
家
バ
ン
ク
の
仕
組
み
は
。

答  （
企
画
財
政
課
長
）　
「
桂
川
町
空

き
家
バ
ン
ク
」に
登
録
し
、
こ
れ
を
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
需
要

者
と
供
給
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う
。

問　
空
き
家
の
利
活
用
は
。

答  （
建
設
事
業
課
長
）　
空
き
家
バ

ン
ク
の
活
用
が
既
存
の
取
り
組
み
だ

が
今
後
、
空
き
家
対
策
協
議
会
委
員

と
も
連
携
し
相
談
体
制
を
充
実
さ

せ
た
い
。

問　
空
き
家
対
策
協
議
会
と
は
。

答  （
建
設
事
業
課
長
）　
空
き
家
対

策
計
画
の
作
成
や
近
隣
に
悪
影
響
を

及
ぼ
す
恐
れ
の
あ
る
空
き
家
の
判
定
、

所
有
者
へ
の
指
導
・
勧
告
等
の
対
応

方
針
を
協
議
す
る
会
。

問　
空
き
家
対
策
協
議
会
の
構
成
と
開

催
日
数
は
。

答  （
建
設
事
業
課
長
）　
副
町
長
、議

員
２
名
、
学
識
経
験
者
３
名（
司
法
書

士
・
行
政
書
士
・
土
地
家
屋
調
査
士
）、

住
民
代
表
１
名
で
計
７
名
。

　
開
催
日
数
は
令
和
６
年
度
２
回
、

令
和
７
年
度
０
回
。

問　
管
理
不
全
空
き
家
数
は
。

答  （
建
設
事
業
課
長
）　
老
朽
空
き

家
は
令
和
５
年
度
調
査
で
は
23
件
。

問　
特
定
空
き
家
数
は
。

答  （
建
設
事
業
課
長
）　
０
件
。

問　
老
朽
空
き
家
解
体
支
援
体
制
は
。

答  （
建
設
事
業
課
長
）　
補
助
金
の

上
限
を
50
万
円
と
し
て
解
体
費
用
の

２
分
の
１
を
支
援
す
る
。

問　
解
体
費
用
の
相
談
受
付
課
は
。

答  

（
建
設
事
業
課
長
）　
建
設
事
業

課
。

問　
空
き
家
対
策
の
啓
発
は
。

答  （
建
設
事
業
課
長
）　
空
き
家
等

の
管
理
責
任
は
第
一
義
的
に
所
有
者

に
あ
る
と
の
法
律
に
基
づ
き
、
所
有

者
が
適
正
管
理
の
責
務
を
果
た
す
意

識
を
高
め
、
問
題
解
消
に
向
け
た
行

動
を
促
す
施
策
を
幅
広
く
周
知
・

啓
発
を
行
う
。

※

文
字
数
制
限
の
た
め
他
は
未
掲
載

 

カ
ス
ハ
ラ
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

問　
３
月
議
会
に
お
い
て
提
案
し
た

が
、
反
対
意
見
と
し
て「
議
員
が
条
例

を
提
案
し
て
は
い
け
な
い
」
と
の
こ
と

だ
っ
た
が
。

答  （
総
務
課
長
）　
地
方
自
治
法
に

は
、
議
員
は
議
会
の
議
決
す
べ
き
事

案
に
つ
き
、
議
会
に
議
案
を
提
出
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。

 

認
定
こ
ど
も
園
建
設
と
道
路
問
題

 

に
つ
い
て

問　
土
居
１
区
の
住
民
説
明
会
等
は
。

答  （
子
育
て
支
援
課
長
）　
あ
る
程
度

建
物
の
設
計
等
が
決
ま
っ
た
ら
、だ
れ
で

も
参
加
で
き
る
よ
う
な
説
明
会
を
開
催

し
た
い
。

問　
園
舎
が
開
園
し
た
後
の
道
路
状

況
を
心
配
し
て
い
る
が
。

答  （
子
育
て
支
援
課
長
）
現
時
点
で

は
心
配
な
い
。

問　
役
場
職
員
の
駐
車
場
が
、
桂
寿

苑
横
の
場
所
に
な
る
こ
と
は
な
い
か
。

答  （
町
長
）　
考
え
て
い
な
い
。

 

ご
み
処
理
施
設
建
設
に
つ
い
て

問　
昨
年
ま
で
の
計
画
の
破
棄
に
伴

う
業
者
へ
の
違
約
金
等
は
。

答  （
保
険
環
境
課
長
）　
県
央
の
事

務
に
な
る
の
で
把
握
し
て
い
な
い
。

問　
住
民
説
明
会
の
必
要
性
は
。

答  （
保
険
環
境
課
長
）　
必
要
性
は

認
識
し
て
い
る
が
未
定
。

 

学
校
の
在
り
方
検
討
会
議
に
つ
い
て

問　
事
務
局
を
企
画
財
政
課
と
し

た
理
由
は
。

答  （
町
長
）　
ま
ち
づ
く
り
全
体
の

柱
と
し
て
学
校
の
あ
り
方
を
ど
の
よ

う
に
位
置
づ
け
て
い
く
か
。ま
た
、
住

民
の
理
解
を
ど
の
よ
う
に
求
め
て
い

く
か
等
々
の
観
点
か
ら
。

問　
今
後
、事
務
局
を
教
育
委
員
会

部
局
へ
変
更
す
る
こ
と
は
。

答  （
町
長
）　
具
体
的
な
建
設
計
画
を

進
め
る
こ
と
に
な
れ
ば
、教
育
委
員
会
が

事
務
局
を
担
う
こ
と
に
な
る
。

 

災
害
用
井
戸
・
湧
水
に
つ
い
て

問　
能
登
半
島
地
震
で
は
、
井
戸
水

等
を
生
活
用
水
に
代
用
し
た
と
聞
い

て
い
る
が
。

答  （
総
務
課
長
）上
水
道
の
早
期
復

旧
を
第
一
に
、
原
則
拠
点
給
水
を
行

い
、
場
合
に
よ
っ
て
は
搬
送
給
水
も

行
い
た
い
。

問　
土
師
１
区
に
あ
る
鳥
平
水
源
の

活
用
は
。

答  （
水
道
課
長
）　
鳥
平
水
源
地
周

辺
の
地
域
は
井
戸
水
を
使
用
し
て
お

り
、
水
量
・
水
質
的
な
問
題
や
道
幅

が
狭
く
道
路
整
備
等
の
課
題
等
が

あ
る
。

　
活
用
す
る
と
な
る
と
地
元
農
家
、

住
民
と
の
十
分
な
協
議
が
必
要
。

※

文
字
数
制
限
の
た
め
「
人
事
行
政

の
運
営
等
の
状
況
の
公
表
に
関
す
る

条
例
や
規
則
等
に
つ
い
て
」は
未
掲
載

 

紙
お
む
つ
の
サ
ブ
ス
ク
導
入
に
つ
い
て

問　
飯
塚
市
の
公
立
保
育
所
等
で
、

紙
お
む
つ
と
お
尻
ふ
き
を
定
額
で
自

由
に
利
用
で
き
る
「
サ
ブ
ス
ク
制
」
を

本
年
度
か
ら
導
入
し
て
い
る
。

　
桂
川
町
の
状
況
は
。

答  （
子
育
て
支
援
課
長
）　
町
内
４

園
の
う
ち
私
立
１
園
が
導
入
。

問　
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

答  （
子
育
て
支
援
課
長
）
メ
リ
ッ
ト

は
、
保
護
者
が
お
む
つ
を
持
参
す
る

負
担
軽
減
、
お
む
つ
へ
の
記
名
作
業

の
軽
減
、
保
育
士
の
お
む
つ
管
理
・

確
認
等
の
事
務
負
担
軽
減
な
ど
。

　
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
定
額
利
用
料
が

発
生
す
る
の
で
使
用
枚
数
が
少
な
い

園
児
は
割
高
に
な
る
場
合
が
あ
る
こ

と
、
指
定
さ
れ
た
お
む
つ
の
種
類
に

よ
っ
て
は
園
児
の
肌
に
合
わ
な
い
こ

と
も
あ
る
な
ど
。

問　
飯
塚
市
の
状
況
も
調
べ
て
、
検

討
を
進
め
て
ほ
し
い
。紙
お
む
つ
の
サ

ブ
ス
ク
に
助
成
金
を
出
し
て
い
る
自

治
体
も
あ
る
。あ
わ
せ
て
、
検
討
し
て

ほ
し
い
。

　
使
用
済
み
紙
お
む
つ
の
処
理
は
。

答  （
子
育
て
支
援
課
長
）　
各
園
、可

燃
ご
み
と
し
て
廃
棄
。

 

一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
に

 

つ
い
て

問　
保
育
所
等
か
ら
使
用
済
み
紙
お

む
つ
が
ご
み
と
し
て
出
さ
れ
て
い
る

が
、
高
齢
者
施
設
等
か
ら
も
出
て
く

る
。
　
環
境
省
の
資
料
に
よ
る
と
、
大
人

用
紙
お
む
つ
の
消
費
量
は
年
々
増
加

し
て
お
り
、一
般
廃
棄
物
に
占
め
る
割

合
は
、
2
0
3
0
年
度
頃
に
は
７
％

程
度
に
な
る
見
込
み
。

　
一
方
で
、
紙
お
む
つ
は
素
材
と
し
て

は
上
質
パ
ル
プ
等
を
使
っ
て
い
て
、
再

生
利
用
に
よ
り
パ
ル
プ
等
の
有
効
利

用
が
可
能
。大
木
町
で
は
実
際
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　
さ
ら
に
、
分
別
・
再
生
利
用
等
を

促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、一
般
廃
棄
物

の
焼
却
処
理
量
が
減
少
し
、
ご
み
焼

却
場
の
規
模
も
小
さ
く
て
す
む
。

　
紙
お
む
つ
の
回
収
を
行
っ
て
は
。

答  （
保
険
環
境
課
長
）　
現
在
、
検

討
し
て
い
る
。そ
の
た
め
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

意
見　
大
型
ご
み
焼
き
場
の
建
設
計

画
の
見
直
し
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
一

度
つ
く
っ
て
し
ま
え
ば
、20
〜
30
年
は

使
い
続
け
る
こ
と
に
な
る
。

　
何
度
も
言
っ
て
い
る
が
、資
源
再
生

セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
位
置
づ
け
が
必

要
。そ
し
て
、
何
よ
り
も
、
住
民
か
ら

意
見
を
聞
く
こ
と
が
大
切
。

※

文
字
数
制
限
の
た
め
「
桂
川
町
の

落
札
率
の
高
さ
」等
は
未
掲
載

 

桂
川
駅
整
備
後
５
年
の
効
果
検
証

 

に
つ
い
て

問　
利
用
状
況
の
変
化
は
。

答  （
建
設
事
業
課
長
）　
駅
南
側
の

利
用
が
増
え
て
い
る
。

問　
駅
周
辺
に
お
け
る
住
宅
建
築
、

人
口
動
態
等
に
変
化
は
。

答  （
町
長
）　
駅
周
辺
の
変
化
は
大

き
な
も
の
が
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
が
、

全
体
と
し
て
町
の
活
性
化
に
与
え
た

影
響
、つ
ま
り
町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

に
よ
る
店
舗
の
進
出
や
住
宅
の
建
築

な
ど
、
効
果
が
大
き
い
と
判
断
し
て

い
る
。

問　
地
域
経
済
へ
の
波
及
効
果
に
つ

い
て
。

答  （
町
長
）　
駅
周
辺
の
住
宅
の
建

設
に
つ
い
て
は
、
令
和
２
年
か
ら
の

５
年
間
で
69
戸
の
家
が
新
築
さ
れ
て

い
る
。豆
田
区
及
び
第
一
豆
田
区
の

人
口
は
67
人
の
増
加
、
経
済
セ
ン
サ

ス
の
結
果
と
し
て
、
10
年
前
と
５
年

前
を
比
較
す
る
と
、
従
事
者
数
は
82

人
増
加
し
、
新
た
に
生
み
出
さ
れ
た

付
加
価
値
額
は
約
30
億
円
増
え
て
い

る
。

※
付
加
価
値
額
＝
売
上
（
収
入
）
金

額
―
必
要
経
費
（
費
用
総
額
＋
給
与

総
額
＋
租
税
公
課
）で
算
出
さ
れ
る
。

問　
現
時
点
で
課
題
が
あ
る
と
す
れ

ば
何
か
、ま
た
今
後
、駅
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て

い
く
の
か
。

答  （
町
長
）　
都
市
計
画
の
整
備
、土

地
利
用
の
立
地
適
正
化
計
画
の
策
定

な
ど
の
課
題
が
あ
る
。

　
時
間
は
か
か
る
が
将
来
を
見
据
え

て
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
。

 

若
手
の
議
員
な
り
手
不
足
に
つ
い
て

問　
若
手
の
地
方
議
員
の
「
な
り
手

不
足
」は
、町
村
議
会
で
は
、議
員
報

酬
だ
け
で
生
活
で
き
な
い
ケ
ー
ス
が

多
く
、若
い
世
代
ほ
ど「
家
族
を
養
え

な
い
」等
と
い
う
現
実
が
あ
る
。

　
報
酬
審
議
会
は
誰
が
招
集
し
、
ど

の
よ
う
な
時
に
開
催
さ
れ
る
の
か
。

答  （
総
務
課
長
）　
７
名
の
委
員
の

互
選
に
よ
り
選
ば
れ
た
会
長
が
招
集

す
る
。

　
町
長
は
、
報
酬
審
議
会
に
諮
問
し
、

答
申
を
受
け
て
か
ら
議
会
に
条
例
案

を
提
出
す
る
。報
酬
の
見
直
し
を
行
う

際
に
は
、町
長
の
諮
問
と
い
う
形
で
、必

要
に
応
じ
て
開
催
す
る
。

 

農
業
委
員
会
に
つ
い
て

問　
農
業
振
興
地
域
除
外
に
つ
い
て

は
、
最
近
ほ
と
ん
ど
除
外
申
請
が
出

て
い
な
い
よ
う
だ
が
。

答  （
産
業
振
興
課
長
）　
農
業
振
興

地
域
と
は
、今
後
長
期
に
わ
た
り
総
合

的
に
農
業
を
守
り
育
て
て
い
く
地
域

の
こ
と
で
、
通
称「
青
地
」と
呼
ば
れ
て

い
る
。

　
原
則
と
し
て
、
農
地
以
外
へ
の
転
用

が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
が
、
代
替
地
が

な
い
場
合
な
ど
や
む
を
得
な
い
状
況

に
限
り
農
業
振
興
地
域
か
ら
の
除
外

が
認
め
ら
れ
、手
続
き
に
は
、通
常
半

年
か
ら
１
年
ほ
ど
の
期
間
を
要
す
る
。

　
従
っ
て
、
除
外
申
請
は
毎
年
数
件

程
度
で
、申
請
が
多
い
状
況
で
は
な
い
。

　
し
か
し
、農
業
振
興
地
域
で
は
な
い

農
地
、い
わ
ゆ
る
白
地
と
呼
ば
れ
る
農

地
で
は
多
く
の
転
用
申
請
が
あ
っ
て

お
り
、住
宅
地
な
ど
へ
開
発
が
進
ん
で

い
る
。

 

町
長
・
町
議
選
に
つ
い
て

問　
今
年
10
月
25
日
に
町
長
・
町
議

選
が
行
わ
れ
る
予
定
だ
が
、町
長
の
考

え
は
。

答  

（
町
長
）　
私
自
身
の
対
応
に
つ

い
て
は
ま
だ
決
め
て
い
な
い
。
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桂川町農業委員会委員の任命について

人権擁護委員候補者の推薦について

令和８年度桂川町一般会計補正予算（専決第１号）について

令和８年度桂川町一般会計補正予算（第２号）について

ゆたかな学びの実現・教職員定数改善をはかるための
2027年度政府予算の策定を求める意見書（案）について

令和８年度桂川町一般会計補正予算（第１号）について

桂川町税条例の一部を改正する条例の制定について

桂川町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について

令和７年度桂川町一般会計補正予算（専決第７号）について

令和７年度桂川町住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予
算（専決第１号）について

令和７年度桂川町土地取得特別会計補正予算（専決第１号）
について

令和７年度桂川町国民健康保険特別会計補正予算
（専決第１号）について

令和７年度桂川町水道事業会計補正予算（専決第１号）に
ついて

令和８年度桂川町一般会計補正予算（専決第１号）について

動産（桂川町立小中学校ＧＩＧＡスクール端末）の買い入
れについて

令和８年度桂川町一般会計補正予算（第１号）について

同意第 4 号

諮問第 1 号

承認第11号

議案第 20 号

意見書案第 1号

請願第 1 号

承認第 4 号

承認第 5 号

承認第 6 号

承認第 7 号

承認第 8 号

承認第 9 号

承認第10号

承認第11号

議案第18号

議案第19号

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

承　認

承　認

承　認

承　認

承　認

承　認

承　認

可　決

可　決

報告第 3号

報告第4号

令和７年度桂川町一般会計継続費繰越計算書について

令和７年度桂川町一般会計繰越明許費繰越計算書について

（報告事案）

継続審査


